
鉛
に
曝
さ
れ
た
こ
こ
ろ

近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鉛
製
水
道
管
の
健
康
被
害
を
め
ぐ
っ
て高
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【要
約
】
一
九
世
紀
以
降
の
西
洋
世
界
に
お
い
て
、
大
気
や
土
壌
へ
の
放
出
量
の
増
加
、
鉛
を
取
り
扱
う
労
働
現
場
の
増
加
、
食
品
加
工
時
の
鉛
の
利
用
、

水
道
管
へ
の
鉛
の
使
用
な
ど
、
人
は
鉛
へ
の
暴
露
の
機
会
を
大
き
く
増
や
し
た
。
そ
の
結
果
生
じ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
、
職
業
病
や
環
境
問
題
を
あ

つ
か
っ
た
諸
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
近
年
、
社
会
経
済
史
家
Ｗ
・
ト
ロ
ス
ケ
ン
が
、
近
現
代
の
合
衆
国
東
岸
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
い
て

水
道
水
に
よ
る
鉛
中
毒
が
深
刻
だ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
一
方
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
医
学
研
究
は
、
低
量
の
鉛
暴
露
に
よ
っ
て
神
経
の
発
達
や

精
神
疾
患
へ
の
罹
患
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
諸
研
究
を
も
と
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、

特
に
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
絞
っ
て
、
精
神
疾
患
を
中
心
と
し
た
健
康
被
害
の
実
態
を
検
討
し
、
同
地
域
に
お
け
る
深
刻
な
鉛
暴
露
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
。
た
だ
し
、
人
口
統
計
や
病
院
史
料
に
基
づ
く
量
的
な
分
析
に
お
い
て
は
、
鉛
暴
露
に
よ
る
健
康
被
害
は
明
確
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

史
林

一
〇
三
巻
一
号

二
〇
二
〇
年
一
月

は

じ

め

に

あ
る
考
古
学
的
な
知
見
に
よ
る
と
、
工
業
社
会
に
お
け
る
鉛
の
人
体
負
荷
は
先
史
時
代
と
比
べ
て
千
倍
以
上
だ
と
い
う①
。
鉛
は
人
体
生
理
学

上
、
な
ん
ら
必
要
と
さ
れ
な
い
重
金
属
で
あ
る
。
し
か
し
工
業
化
以
後
、
鉛
を
用
い
た
工
業
製
品
、
ガ
ソ
リ
ン
、
塗
料
、
缶
詰
食
品
、
水
道
管

な
ど
を
通
じ
て
、
人
は
暴
露
の
程
度
を
著
し
く
拡
大
し
て
き
た
。
当
然
の
結
果
と
し
て
、
人
間
の
体
に
は
健
康
被
害
が
生
じ
る
。

鉛に曝されたこころ（高林）
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近
年
の
医
学
研
究
は
、
鉛
暴
露
が
精
神
に
及
ぼ
す
健
康
被
害
を
探
求
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
重
要
な
研
究
と
し
て
、
一
九
五
九
〜
一
九
六
六
年

に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
新
生
児
対
照
群
か
ら
収
集
さ
れ
た
血
清
サ
ン
プ
ル
の
分
析
結
果
を
、
そ
の
後
の
精
神
疾
患
発
症
に
関

す
る
追
跡
調
査
に
照
し
あ
わ
せ
た
も
の
が
あ
る②
。
そ
の
結
果
は
、
妊
娠
第
二
期
に
一
定
以
上
の
鉛
に
暴
露
し
た
場
合
、
統
合
失
調
症
を
発
生
す

る
確
率
は
、
そ
の
リ
ス
ク
に
該
当
し
な
い
集
団
に
対
し
て
一
・
八
三
倍
に
な
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
研
究
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
精
神
科
医
で
あ
り
、
精
神
医
学
・
精
神
医
療
の
歴
史
研
究
に
重
要
な
業
績
が
多
く
あ
る
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ー

リ
ー
は
注
目
を
促
し
た③
。
そ
れ
は
、
右
記
の
研
究
が
歴
史
学
に
お
け
る
精
神
疾
患
へ
の
ま
な
ざ
し
に
変
化
を
求
め
る
も
の
だ
と
考
え
た
た
め
で

あ
る
。
精
神
医
学
・
精
神
医
療
の
歴
史
は
、
精
神
疾
患
の
病
理
と
い
う
問
題
を
よ
そ
に
お
き
、
行
政
や
法
制
度
、
専
門
家
、
病
院
施
設
、
入
院

患
者
と
い
っ
た
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
主
と
し
て
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
議
論
が
軸
と
な
り
、
近
代
の
精
神
医
療
が
精

神
病
者
に
抑
圧
的
だ
っ
た
の
か
、
社
会
の
秩
序
維
持
の
た
め
に
発
展
し
た
の
か
が
問
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
研
究
動
向
に
対
し
て
、
鉛
暴
露
と
精

神
疾
患
の
関
係
を
検
討
す
る
医
学
研
究
は
精
神
疾
患
そ
れ
自
体
の
歴
史
性
を
問
う
。
鉛
暴
露
の
機
会
が
工
業
化
の
過
程
で
著
し
く
増
加
し
た
の

あ
れ
ば
、
そ
の
中
核
地
帯
の
ひ
と
つ
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
鉛
暴
露
に
よ
っ
て
精
神
疾
患
の
多
寡
が
左
右
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九

世
紀
を
通
じ
て
各
地
に
精
神
病
院
が
続
々
と
建
て
ら
れ
た
の
か
。
精
神
疾
患
は
、
コ
レ
ラ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
近
代
特
有
の
病
だ
っ
た
よ
う

に
、
工
業
化
時
代
特
有
の
病
な
の
か
。

こ
れ
ら
の
問
い
に
直
接
的
に
答
え
る
歴
史
学
的
研
究
は
限
ら
れ
て
い
る
。
職
業
病
史
で
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
労
働
組
合
全
盛
期
に
多
く
の

著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ン
タ
ー
の
研
究
は
、
職
業
病
全
般
を
扱
っ
た
事
典
的
な
著
作
で
あ
る
が
、
古
代
以
降
の
西
洋
世
界

に
お
け
る
鉛
暴
露
に
関
し
て
概
説
的
な
知
見
を
多
く
含
ん
で
い
る④
。
同
様
に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ン
・
ロ
ウ
は
イ
ギ
リ
ス
の
鉛
製
造
業
の

歴
史
の
観
点
か
ら⑤
、
ジ
ャ
ク
リ
ン
・
カ
ー
ネ
ル
・
コ
ー
ン
の
研
究
は
過
去
の
職
業
病
全
般
に
つ
い
て
、
多
く
の
子
細
な
情
報
を
明
ら
か
に
し
た⑥
。

環
境
史
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
鉛
暴
露
の
問
題
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
関
連

書
籍
が
登
場
し
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ユ
ー
ル
が
編
者
と
な
っ
た
論
文
集
は
、
環
境
史
の
観
点
か
ら
鉛
暴
露
全
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般
を
論
じ
た
、
よ
り
包
括
的
な
研
究
書
で
あ
る⑦
。
た
だ
し
、
職
業
病
史
と
環
境
史
の
研
究
は
い
ず
れ
も
、
鉛
暴
露
と
精
神
疾
患
の
関
係
は
問
わ

ず
、
ま
た
既
に
解
決
さ
れ
た
問
題
と
み
な
し
が
ち
で
あ
る
。

一
方
、
水
道
の
歴
史
や
衛
生
史
に
お
い
て
、
鉛
暴
露
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
水
道
の
歴
史
は
、
土
木
技
術
や
自
治

体
事
業
の
発
展
を
顕
彰
す
る
意
味
合
い
の
も
の
か
ら
、
政
治
史
、
経
済
史
、
都
市
史
の
一
部
と
し
て
の
も
の
ま
で
多
様
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
鉛
暴
露
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た⑧
。
衛
生
史
で
も
、
河
川
汚
染
対
策
の
歴
史
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
感
染
症
の
流
行
、
細
菌

学
の
発
展
へ
の
関
心
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
射
程
は
鉛
暴
露
に
及
ば
な
い⑨
。

重
要
な
研
究
と
し
て
は
、
社
会
政
策
学
者
エ
リ
ッ
ク
・
ミ
ル
ス
ト
ン
の
『
鉛
と
公
衆
衛
生
』
が
あ
る⑩
。
こ
こ
で
彼
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
イ

ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鉛
暴
露
の
問
題
を
検
討
し
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
鉛
暴
露
へ
の
認
識
と
対
策
の
双
方
が
相
当
に
欠
如
し
て

い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
二
〇
世
紀
後
半
の
鉛
暴
露
に
関
し
て
は
、
本
書
が
最
も
重
要
な
参
考
文
献
と
な
る
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
研
究
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
経
済
史
家
ヴ
ァ
ー
ナ
ー
・
ト
ロ
ス
ケ
ン
の
『
鉛
製
水
道
管
の
大
災
害
』
が
あ
る⑪
。
ト

ロ
ス
ケ
ン
は
、
近
代
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
鉛
製
水
道
管
が
引
き
起
こ
し
た
健
康
被
害
の
歴
史
を
子
細
に
描
き
出
し
た
。
彼
に
よ
る

と
、
鉛
製
水
道
管
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
西
洋
各
国
で
採
用
さ
れ
、
常
に
健
康
被
害
は
低
く
見
積
も
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
現
代
の
安
全

基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
鉛
を
含
ん
だ
水
道
水
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
続
け
た
。
特
に
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部

の
水
道
水
に
は
、
致
死
量
に
近
い
水
準
の
鉛
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ト
ロ
ス
ケ
ン
の
研
究
は
、
質
量
双
方
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
駆
使
し
つ
つ
、
鉛
製

水
道
管
の
健
康
被
害
を
説
得
的
に
論
じ
た
。
た
だ
し
、
刊
行
史
料
に
大
き
く
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
証
的
な
精
度
に
一
定
の
限
界
が
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
言
え
ば
、
重
大
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
鉛
暴
露
の
具
体
的
な
状
況
が
定
か
で
は
な
い
。
精
神
疾

患
と
の
関
係
も
、
彼
の
研
究
で
は
射
程
外
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
い
く
つ
か
の
問
い
を
提
起
し
た
い
。
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
水
道
事
業
の
発
展
は
い
か
に
し
て
鉛
の
暴
露
を

拡
大
さ
せ
た
か
。
特
に
暴
露
の
程
度
が
高
か
っ
た
と
さ
れ
る
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
こ
の
州
で
の
鉛
暴
露
に
関
し
て
著
し
く
言
及
の
多
い
シ
ェ
フ

鉛に曝されたこころ（高林）
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ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
鉛
暴
露
の
実
情
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
鉛
暴
露
の
実
態
は
い
か
な
る
健
康
被
害
を
も
た
ら
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
即
し
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
鉛
暴
露
一
般
に
か
ん
す
る
現
代
の
知
見
、
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
鉛
暴
露
一
般
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
過
、
精
神
疾
患
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
現
代
の
医
学
研
究
を
予
備
的
な
情
報
と
し
て
紹
介

す
る
。
次
に
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
水
道
事
業
の
展
開
、
鉛
製
水
道
管
の
普
及
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
水
道
に
よ
る
鉛
暴
露
の
実

態
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
水
道
事
業
の
発
展
と
鉛
暴
露
の
実
態
を
検
討
し
、
最
後
に
、
西
ヨ
ー
ク
シ

ャ
ー
と
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
鉛
暴
露
の
健
康
被
害
を
量
的
な
分
析
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
以
上
か
ら
は
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
が
水
道
敷
設

と
い
う
都
市
生
活
環
境
の
近
代
化
を
通
じ
て
、
新
た
な
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
抱
え
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
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二

鉛
暴
露
と
そ
の
健
康
被
害
の
歴
史

鉛
暴
露
と
イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鉛
暴
露
を
通
時
的
に
確
認
す
る
前
に
、
鉛
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
予
備
的
な
情
報
を
記
し
て
お
き
た
い
。
鉛
は
、
柔
ら
か

く
、
灰
色
と
白
色
の
間
の
色
を
し
た
金
属
で
あ
る
。
骨
に
蓄
積
す
る
特
徴
が
あ
り
、
妊
娠
期
の
よ
う
な
カ
ル
シ
ウ
ム
が
欠
乏
し
が
ち
な
期
間
に

は
、
骨
か
ら
血
流
に
流
れ
出
す
。
生
理
学
上
の
身
体
的
な
必
要
性
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い①
。
鉛
へ
の
暴
露
は
、
大
気
、
食
品
、
飲
料
水
、
土
壌
、

埃
や
塵
な
ど
を
通
じ
て
起
こ
る②
。
一
九
九
一
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
推
計
に
よ
る
と
、
大
気
中
に
含
ま
れ
る
鉛
の
多
く
は
鉛
添
加
ガ
ソ
リ
ン
に
よ

る③
。
食
品
に
は
、
缶
詰
食
品
、
土
壌
や
大
気
か
ら
鉛
を
吸
収
し
た
生
鮮
食
品
な
ど
が
含
ま
れ
る④
。
そ
の
ほ
か
の
暴
露
の
経
路
と
し
て
は
、
住
宅

用
塗
料
、
電
気
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
添
加
物
、
銃
弾
、
は
ん
だ
、
水
道
水
が
あ
る⑤
。
鉛
に
人
体
が
暴
露
す
る
と
、
神
経
系
統
、
血
球
生
成
、

肝
機
能
、
生
殖
機
能
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
る
。
中
毒
症
状
は
、
顔
面
蒼
白
、
貧
血
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
便
秘
、
だ
る
さ
、
麻
痺
、
食
欲
減
退
、

感
覚
へ
の
過
剰
な
刺
激
、
筋
力
統
制
機
能
の
低
下
な
ど
で
あ
り
、
妊
娠
期
の
女
性
と
幼
児
に
は
特
に
リ
ス
ク
が
あ
る
。
表
一
に
示
し
た
よ
う
に
、

血
液
中
一
〇
µg/dL
以
上
に
な
る
と
、
様
々
な
健
康
被
害
が
生
じ
る
。
鉛
中
毒
の
診
断
は
、
二
〇
世
紀
中
葉
以
降
に
血
液
分
析
が
登
場
す
る

ま
で
は
、
非
常
に
難
し
い
も
の
だ
っ
た⑥
。
主
た
る
症
状
は
、
腹
痛
、
貧
血
と
い
っ
た
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
、
手
首
や
足
首
の
麻
痺
（
垂
手
）

や
歯
茎
に
青
い
線
（
バ
ー
ト
ン
線
）
が
出
る
ほ
ど
の
重
度
の
症
状
で
な
け
れ
ば
、
容
易
に
見
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
一
八

四
〇
年
に
発
見
さ
れ
た
バ
ー
ト
ン
線
は
歴
史
的
に
は
決
定
的
な
臨
床
上
の
証
拠
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
定
の
深
刻
な
症
例
に
し
か
確
認
さ
れ
な

い⑦
。
血
液
分
析
が
可
能
と
な
る
二
〇
世
紀
中
葉
ま
で
、
軽
度
の
暴
露
や
中
毒
を
診
断
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
か
っ
た
。

鉛
は
、
古
代
か
ら
使
用
が
認
め
ら
れ
る
金
属
で
あ
る
。
当
初
は
銀
の
精
錬
過
程
で
生
じ
る
副
産
物
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
用
途
は
見
い
だ
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
国
時
代
以
降
に
東
地
中
海
の
諸
地
域
で
、
そ
し
て
ロ
ー
マ
帝
国
で
、
装
飾
品
、
錘
、
化
粧
品
、
染
料
と
し
て
使

鉛に曝されたこころ（高林）
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出典：Werner Troesken, The great lead water pipe disaster, Cambridge; Massachusetts; London: MIT
Press, 2006, p. 31.

血中鉛量(1 dLあたり) 児童 成人

0～9マイクログラム 不明 不明

10～19マイクログラム 発達阻害
遊離赤血球プロトポルフィリン
ヴィタミンＤ分泌低下

ハイパーテンション
遊離赤血球プロトポルフィリン(女)

20～29マイクログラム 神経機能低下 遊離赤血球プロトポルフィリン(男)

30～39マイクログラム 高血圧(男)、聴力低下

40～49マイクログラム ヘモグロビン形成低下 末端神経疾患，不妊(男)，腎障害

50～100マイクログラム 腹痛，頭痛，腎障害，脳機能障害 寿命低下、頭痛、脳機能障害

100マイクログラム以上 死亡 死亡

表一 鉛暴露の健康リスク

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た⑧
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
の
も
と
、
ブ
リ
テ
ン
島
に
は
一
世
紀
に

複
数
の
鉛
鉱
山
が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
で
採
ら
れ
た
鉛
は
水
道
管
や
雨
樋
の
原
材
料
と
し

て
つ
か
わ
れ
た⑨
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
衰
退
と
と
も
に
そ
の
生
産
は
止
む
も
の
の
、
中
世
後

期
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
な
っ
て
鉛
の
生
産
は
復
活
し
た⑩
。
一
七
世
紀
以
降
、
鉛
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
主
要
輸
出
産
品
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
一
九
世
紀
に
は
兵
器
産
業
、
化
学
産

業
、
電
気
産
業
な
ど
様
々
な
産
業
で
用
い
ら
れ
た
。

鉛
の
利
用
は
中
毒
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
早
く
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
リ
ニ

ウ
ス
の
著
作
に
鉛
中
毒
に
相
当
す
る
症
状
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ル
ネ
サ
ン
ス

期
以
降
に
改
め
て
西
洋
世
界
に
登
場
す
る⑪
。
一
八
世
紀
中
葉
に
な
る
と
、
リ
ン
ゴ
酒
を

保
管
す
る
容
器
が
鉛
製
だ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
鉛
中
毒
が
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
書
で
報

告
さ
れ
た⑫
。
そ
し
て
、
一
八
四
〇
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
聖
ト
マ
ス
病
院
で
内
科
医
を
務
め

て
い
た
ヘ
ン
リ
・
バ
ー
ト
ン
（
H
enry
Burton,1799-1849）
が
、
鉛
中
毒
の
患
者
の
歯

茎
に
青
い
線
が
出
る
こ
と
を
発
見
し
た⑬
。
一
九
世
紀
末
に
は
職
業
病
と
し
て
鉛
中
毒
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
陶
器
製
造
に
か
か
わ
る
工
場
や
工
房
で
の
暴
露
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
一
八
八
三
年
工
場
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
法

（
Factory
and
W
orkshop
A
ct）
で
は
、
全
て
の
白
鉛
を
取
り
扱
う
工
場
に
、
換
気
、

女
性
向
け
の
ト
イ
レ
・
浴
室
・
食
堂
、
保
護
着
や
マ
ス
ク
に
関
す
る
基
準
が
通
達
さ
れ

た⑭
。
特
に
規
制
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
女
性
労
働
者
の
就
業
で
あ
る
。
一
八
九
八
年
、

北
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
の
製
陶
場
で
は
、
女
性
労
働
者
の
一
二
％
、
男
性
労
働
者
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の
五
％
が
鉛
中
毒
に
か
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
る
。
そ
の
後
の
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
も
、
鉛
関
連
鉱
工
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
衛
生
状

態
に
限
っ
て
は
対
策
が
続
け
ら
れ
た⑮
。

一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
知
能
や
神
経
の
発
達
へ
の
鉛
暴
露
の
影
響
を
検
討
し
た
医
学
研
究
が
登
場
し
た⑯
。
そ
れ
を

受
け
て
、
一
九
七
七
年
に
Ｅ
Ｃ
は
、
加
盟
国
に
国
民
の
血
中
鉛
量
に
関
す
る
調
査
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
法
令
（
EC
D
irective）
を
発
し
た⑰
。

イ
ギ
リ
ス
で
の
調
査
は
、
保
健
社
会
福
祉
省
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
ロ
ウ
サ
ー
委
員
会
（
Law
ther
Com
m
ittee）
と
呼
ば
れ
る
特
別
調
査
組
織

に
よ
っ
て
一
九
七
九
〜
一
九
八
一
年
に
実
施
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
中
間
報
告
書
に
よ
る
と
、
血
中
鉛
量
の
全
国
平
均
値
は
い

ず
れ
も
Ｅ
Ｃ
の
基
準
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た⑱
。
た
だ
し
、
チ
ェ
ス
タ
ー
、
リ
ー
ズ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
で
は
、
基
準
を
超
え
る
数
値
が
検
出

さ
れ
た
。
ロ
ウ
サ
ー
委
員
会
は
こ
れ
を
重
く
見
ず
、
さ
ら
な
る
全
国
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
の
実
施
な
ど
、
積
極
的
な
対
策
を
提
案
し
な

か
っ
た⑲
。

一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
な
る
と
、
鉛
な
き
大
気
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Cam
paign
for
Lead-free
A
ir
（
CLEA
R））
が
社
会
運
動
と
し
て
広
が
り

を
見
せ
る
な
ど
、
鉛
添
加
ガ
ソ
リ
ン
に
よ
る
鉛
暴
露
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
八
三
年
、
環
境
汚
染
に
関
す
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
第
九
報
告
書
と
し
て
、
鉛
暴
露
を
主
題
と
し
た
公
的
な
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
幹
線
道
路
近
隣
の
住
民
や
鉛
製

水
道
管
を
使
用
す
る
住
民
の
血
中
鉛
量
が
高
い
こ
と
、
特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
数
値
が
高
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
鉛
添
加
ガ
ソ
リ
ン

の
規
制
が
提
言
さ
れ
た⑳
。
し
か
し
、
そ
の
後
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
を
通
じ
て
、
政
府
は
一
貫
し
て
対
策
に
消
極
的
だ
っ
た
。
一
九
八
四
〜
八

七
年
に
行
わ
れ
た
環
境
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
児
童
の
二
％
、
成
人
の
五
％
が
二
五
µg/dL
以
上
と
い
う
深

刻
な
血
中
鉛
量
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
環
境
省
は
一
九
八
七
年
以
降
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
な
か
っ
た㉑
。
さ
ら
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部

で
行
わ
れ
た
複
数
の
調
査
で
は
結
果
の
公
表
す
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。

鉛に曝されたこころ（高林）
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鉛
暴
露
と
精
神
医
学

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
鉛
中
毒
の
症
状
と
し
て
妄
想
が
生
じ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た㉒
。
た
だ
し
そ
の
こ
と

は
、
一
九
世
紀
末
ま
で
は
精
神
疾
患
に
関
す
る
医
学
的
な
知
見
と
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た㉓
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
精
神
病
院
の
過
剰
収
容
問

題
に
端
を
発
し
て
、
精
神
疾
患
の
増
加
の
原
因
が
様
々
な
観
点
か
ら
探
求
さ
れ
、
鉛
中
毒
も
注
目
さ
れ
た
。

一
八
八
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
精
神
科
医
の
職
能
団
体
で
あ
る
医
学
心
理
学
協
会
（
M
edico-Psychological
A
ssociation）
の
年
次
総

会
で
、
ロ
ン
ド
ン
近
郊
ミ
ド
ル
セ
ク
ス
州
立
精
神
病
院
の
院
長
ヘ
ン
リ
ー
・
レ
イ
ナ
ー
（
H
enry
Rayner,1840-1926）
は
、「
鉛
中
毒
に
よ
る

狂
気
」
と
題
さ
れ
た
研
究
発
表
を
行
っ
た㉔
。
そ
の
内
容
は
、
重
度
の
鉛
中
毒
が
精
神
疾
患
に
似
た
症
状
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
も
の
だ
っ
た㉕
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
彼
は
、
自
身
が
院
長
を
務
め
る
精
神
病
院
で
は
、
鉛
を
職
業
上
扱
う
こ
と
の
多
い
塗
装
工
、
配
管
工
、
ガ
ラ
ス
工
が
多
く

入
院
し
て
お
り
、
彼
ら
に
妄
想
や
幻
覚
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た㉖
。
こ
う
し
た
患
者
の
歯
茎
に
は
バ
ー
ト
ン
線
が
確
認
さ
れ
た
。

レ
イ
ナ
ー
の
報
告
に
対
し
て
、
複
数
の
イ
ギ
リ
ス
の
精
神
科
医
た
ち
は
、
自
ら
の
臨
床
経
験
を
基
に
肯
定
的
な
意
見
を
寄
せ
た㉗
。
ま
た
そ
の
後
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
諸
都
市
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
や
帝
国
植
民
地
を
は
じ
め
と
す
る
諸
地
域
で
の
類
似
症
例
の
報
告
も
度
々

な
さ
れ
た㉘
。

鉛
中
毒
に
よ
る
精
神
神
経
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
一
定
の
精
度
を
も
っ
た
研
究
結
果
が
登
場
し
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
の
精
神
科
医
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ニ
ー
ド
ル
マ
ン
が
、
一
九
七
九
年
、
ボ
ス
ト
ン
郊
外
で
行
っ
た
調
査
で
は
、
三
三
二
九

人
の
児
童
の
乳
歯
中
の
鉛
含
有
量
が
測
定
さ
れ
、（
一
）
乳
歯
に
二
四
µg/g
以
上
の
鉛
が
検
出
さ
れ
た
児
童
五
八
人
、（
二
）
六
µg/g
以
下
の

児
童
一
〇
〇
人
の
二
つ
の
集
団
に
対
し
て
神
経
発
達
検
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
言
語
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
聴
覚
の
処
理
に
お
い
て
、

前
者
の
集
団
が
劣
り
、
注
意
力
を
維
持
す
る
力
も
欠
け
て
い
た
こ
と
が
結
論
さ
れ
た㉙
。

そ
の
後
、
ボ
ス
ト
ン
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ト
・
ピ
リ
ー
、
シ
ド
ニ
ー
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
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い
て
重
要
な
疫
学
研
究
が
登
場
し
た㉚
。
そ
の
中
の
一
つ
、
一
九
八
七
年
に
発
表
さ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
調
査
を
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
調
査
で
は
、

新
生
児
一
一
八
三
七
人
の
へ
そ
の
緒
か
ら
血
液
サ
ン
プ
ル
が
採
取
さ
れ
、
そ
の
血
中
鉛
量
か
ら
、
高
濃
度
群
（
一
〇
µg/dL
以
上
）、
中
濃
度
群

（
六
〜
七
µg/dL）、
低
濃
度
群
（
三
µg/dL
以
下
）
に
調
査
対
象
集
団
が
分
け
ら
れ
た
。
最
終
的
に
調
査
対
象
は
二
歳
児
一
八
二
人
へ
と
絞
り

込
ま
れ
、
彼
ら
の
発
達
状
態
は
二
四
カ
月
時
点
で
心
理
発
達
指
標
（
M
ental
D
evelopm
ental
Index）
用
い
た
検
査
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た㉛
。

そ
の
結
果
、
ニ
ー
ド
ル
マ
ン
と
同
様
に
、
知
能
は
高
濃
度
群
、
中
濃
度
群
、
低
濃
度
群
の
順
で
低
く
な
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

右
記
の
一
八
二
名
の
う
ち
一
四
八
名
に
対
し
て
、
一
〇
歳
時
点
の
予
後
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
で
も
、
高
濃
度
群
で
は
い
ず
れ
の
テ

ス
ト
で
も
相
当
程
度
に
低
い
値
が
示
さ
れ
、
他
の
潜
在
的
な
要
因
が
テ
ス
ト
結
果
に
寄
与
し
た
可
能
性
が
低
い
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た32
。
こ

れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
鉛
暴
露
が
児
童
の
精
神
神
経
上
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ

や
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
で
は
安
全
基
準
の
厳
格
化
が
進
ん
だ33
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
安
全
基
準
の
設
定
や
大
規
模
な
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
は
進
ま
な
か
っ
た34
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
医
学
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
さ
れ
た
鉛
暴
露
に
よ
る
健
康
被
害
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
九
世
紀
末
の
時
点

で
既
に
精
神
科
医
た
ち
は
精
神
と
神
経
へ
の
影
響
を
論
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ト
ロ
ス
ケ
ン
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
鉛
添
加
ガ
ソ
リ
ン
が

登
場
す
る
二
〇
世
紀
初
頭
以
前
は
、
鉛
暴
露
の
主
た
る
経
路
は
水
道
水
だ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
鉛
製
水
道
管
が
広

く
普
及
し
、
各
地
の
水
道
事
業
で
常
時
供
給
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。
水
道
事
業
の
発
展
と
健
康
被
害
の
認
識
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
み
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
検
証
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鉛
暴
露
と
水
道
の
問
題
を
次
章
で
み
て
ゆ
き
た
い
。
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三

鉛

と

水

道

一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
水
道
事
業
の
展
開

近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
水
道
事
業
の
歴
史
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
し
て
語
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
お
け
る
テ
ム
ズ

川
の
汚
染
、
度
重
な
る
コ
レ
ラ
の
流
行
、
ミ
ア
ズ
マ
説
と
水
起
源
説
の
対
立
、
ろ
過
装
置
の
設
置
に
よ
る
水
質
の
漸
進
的
な
改
善
、
さ
ら
に
公

衆
衛
生
関
連
法
制
の
成
立
が
物
語
の
基
調
で
あ
る
。
一
方
で
、
水
道
技
術
の
発
展
を
軸
に
し
た
語
り
も
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
、
重
要
と
な
る

の
は
水
道
管
と
貯
水
池
で
あ
り
、
鉛
暴
露
の
問
題
に
よ
り
関
係
が
深
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
都
市
部
で
は
一
七
五
五
年
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
一
七
九
七
年
の
ダ
ブ
リ
ン
で
、
先
駆
的
に
鉄
製
の
水
道
管
が
導
入
さ
れ
た①
。
た

だ
し
、
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
は
木
製
水
道
管
が
よ
り
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
水
圧
維
持
と
漏
水
防
止
と
い
う
問
題
点
か
ら
鉄
製

に
代
替
さ
れ
て
ゆ
く
の
は
、
主
と
し
て
一
九
世
紀
初
頭
以
降
の
こ
と
で
あ
る②
。

工
業
化
に
伴
っ
て
産
業
用
お
よ
び
都
市
家
庭
用
の
水
道
需
要
が
増
大
す
る
と
、
提
供
す
る
水
量
と
供
給
時
間
の
増
加
が
課
題
と
な
り
、
一
九

世
紀
初
頭
以
降
に
ブ
リ
テ
ン
島
の
各
都
市
で
は
貯
水
池
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
は
一
八
二
〇
年
前
後
に
水
道
会

社
に
よ
る
貯
水
池
建
設
と
鉄
製
水
道
管
敷
設
が
進
み
、
一
日
あ
た
り
二
五
〇
万
ガ
ロ
ン
の
供
給
が
可
能
と
な
っ
た③
。
一
九
世
紀
中
葉
に
な
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
で
も
同
様
の
動
き
が
み
ら
れ
、
リ
ー
ズ
で
は
一
八
五
二
年
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
で
は
一
八
五
四
年
以
降
に
、
貯
水
池
に

よ
る
水
供
給
が
整
備
さ
れ
た④
。
南
西
部
で
は
、
プ
リ
マ
ス
や
バ
ー
ス
が
貯
水
池
建
設
に
動
い
た
も
の
の
、
ブ
リ
ス
ト
ル
や
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
な

ど
は
一
九
世
紀
末
に
な
っ
て
も
水
源
を
地
下
水
に
求
め
た⑤
。

水
道
事
業
の
発
展
は
法
制
度
の
整
備
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
。
一
八
三
五
年
地
方
自
治
体
法
（
Local
Governm
ent
A
ct,1835）
は
、
地
方
自

鉛に曝されたこころ（高林）

113 (113)



治
体
に
水
道
水
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。
一
八
四
七
年
水
道
事
業
条
項
法
（
W
aterw
orks
Clauses
A
ct）
で
は
、「
不
純

物
が
混
ざ
っ
て
お
ら
ず
、
か
つ
衛
生
的
な
」（
pure
and
w
holesom
e）
十
分
な
量
の
水
を
全
て
の
住
居
に
供
給
す
る
こ
と
が
水
道
事
業
者
の
責

務
と
さ
れ
、
貧
困
層
住
居
へ
の
水
道
敷
設
も
勧
奨
さ
れ
た⑥
。
こ
う
し
て
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
水
道
事
業
の
重
要
性
は
広
く

認
め
ら
れ
、
事
業
を
担
う
水
道
会
社
に
は
恒
常
供
給
、
安
全
性
、
安
価
さ
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
都
市
当
局
に
よ
る
水
道
事
業
の
公
営
化
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く⑦
。
一
八
六
一
年
に
は
約
四
〇
％
が
自

治
体
運
営
だ
っ
た
の
が
、
一
八
八
一
年
に
は
約
八
〇
％
、
一
九
〇
一
年
に
は
九
〇
％
に
到
達
し
た
。
一
八
七
四
年
の
時
点
の
水
道
供
給
人
口
は
、

民
間
水
道
会
社
が
約
六
四
七
万
人
に
対
し
て
地
方
自
治
体
が
約
六
八
七
万
人
と
な
り
、
常
時
供
給
人
口
も
約
八
〇
二
万
人
と
な
っ
た
。
一
方
、

間
断
的
供
給
の
下
に
あ
っ
た
人
口
は
約
五
三
二
万
人
で
あ
る⑧
。

西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
主
要
都
市
で
は
、
一
九
世
紀
初
頭
以
降
、
民
間
の
水
道
会
社
が
水
道
事
業
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀
中
葉
以

降
に
な
る
と
、
コ
レ
ラ
の
流
行
を
背
景
と
し
て
衛
生
的
な
水
道
水
供
給
の
重
要
性
が
広
く
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
貯
水
池
の
建
設
、
広
範

囲
に
わ
た
る
水
道
管
の
敷
設
、
常
時
供
給
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
主
だ
っ
た
水
道
会
社
は
公
営
化
さ
れ

て
ゆ
く
。
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
水
道
事
業
は
一
八
四
二
年
に
公
営
化
さ
れ
た⑨
。
リ
ー
ズ
で
も
一
八
五
一
年
に
水
道
事
業
は
公
営
化
さ
れ
、
そ

の
年
の
一
日
一
人
あ
た
り
の
消
費
量
は
約
八
ガ
ロ
ン
だ
っ
た
の
が
、
一
八
七
一
年
に
は
約
二
〇
ガ
ロ
ン
へ
と
増
加
し
た⑩
。

鉛
製
水
道
管
の
普
及

一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
水
道
事
業
の
発
展
は
、
各
家
庭
へ
の
引
き
込
み
管
の
設
置
に
多
く
を
負
う
も
の
だ
っ
た
。
水
源
が
確
保
さ
れ
、

街
路
に
主
水
道
管
が
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
、
引
き
込
み
管
が
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
、
水
道
水
の
利
用
に
は
至
ら
な
い
。
引
き
込
み
管
は
、
一

八
四
七
年
水
道
事
業
条
項
法
が
土
地
所
有
者
や
占
有
者
に
設
置
の
た
め
の
作
地
を
許
可
し
て
以
後
、
本
格
的
な
敷
設
が
進
ん
だ⑪
。
工
事
を
請
け

負
っ
た
の
は
配
管
工
で
あ
り
、
彼
ら
が
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
水
道
管
の
素
材
を
決
め
て
い
た
。
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一
九
世
紀
末
の
水
道
事
業
に
関
す
る
多
く
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
れ
ば
、
水
道
管
の
素
材
に
選
ば
れ
た
の
は
鉛
だ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
危
険
性
は
過
少
に
評
価
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
八
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
水
道
供
給
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
鉛
の
水

道
管
か
ら
鉛
中
毒
が
生
じ
る
リ
ス
ク
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
practically
little
risk）
と
述
べ
た⑫
。
一
八
九
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
配
管
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
も
、
鉛
水
道
管
の
危
険
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
鉛
製
水
道
管
の
作
り
方
や
利
点
が
強
調
さ
れ
、
中
毒
の
危
険
性
は
一
切
な
い
と
断
言
さ
れ
て

い
る⑬
。
同
時
期
の
他
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
も
、
鉛
製
水
道
管
が
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
エ
セ
ッ
ク
ス
州
の
公
衆
衛
生
医

務
官
ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
ス
レ
ッ
シ
ュ
（
John
C.T
hresh,1850-1932）
の
水
道
供
給
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
、
鉛
製
の
水
道
管
が
「
も
っ
と

も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る⑭
。
一
八
九
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
農
村
部
の
水
道
供
給
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
の
実
務
的
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は
、
鉛
製
水
道
管
は
「
家
庭
へ
の
水
道
水
の
引
き
込
み
と
家
屋
内
部
の
水
道
設
備
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
あ
ら
ゆ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
」
と
紹

介
し
、
そ
の
理
由
は
「
鉛
は
建
物
の
構
造
の
不
規
則
さ
に
合
わ
せ
て
曲
げ
ら
れ
る
」
か
ら
と
述
べ
て
い
る⑮
。
鉛
中
毒
の
対
策
に
は
、
水
道
管
内

部
へ
の
ス
ズ
の
加
工
を
推
奨
し
て
い
る
が
、「
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い
な
い
」
と
も
付
け
加
え
て
い
る⑯
。

家
庭
に
敷
設
す
る
と
い
う
事
情
か
ら
鉛
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
見
解
は
、
一
八
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
水
道
技
師
Ｗ
・
Ｋ
・
バ
ー
ト
ン
（
W
.

K
.Burton,1856-99）
の
水
道
供
給
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
彼
は
、
鉄
が
さ
び
や
す
く
、
鉛
よ
り
高
価
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
込
み
管
の
素
材
の
第
一
候
補
を
鉛
と
し
た
。
一
方
で
、
鉛
中
毒
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
は
な
い⑰
。
バ
ー
ト
ン
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
興
味
深
い
の
は
、
彼
が
日
本
で
お
抱
え
外
国
人
技
師
と
し
て
働
き
、
各
地
の
水
道
敷
設
事
業
に
尽
力
し
た
た
め
で
あ
る
。
彼
は
、
内
務
省

衛
生
局
の
お
雇
い
外
国
人
技
師
と
し
て
一
八
八
七
年
か
ら
日
本
で
働
き
、
東
京
市
上
下
水
道
取
調
主
任
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
衛
生
工
学
講
座

教
授
を
歴
任
し
た
。
そ
の
間
に
、
帝
国
上
下
水
道
の
基
本
計
画
、
東
京
、
神
戸
、
福
岡
、
岡
山
な
ど
の
基
本
調
査
を
担
当
し
た
。
現
代
日
本
に

お
け
る
鉛
製
水
道
管
の
使
用
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
末
の
時
点
で
、
総
延
長
約
五
七
五
二
キ
ロ
、
三
四
七
万
世
帯
の
使
用
に
も
及
ん
で
い
る⑱
。

話
を
イ
ギ
リ
ス
に
戻
す
と
、
鉛
製
の
引
き
込
み
管
に
つ
い
て
は
、
戦
間
期
か
ら
二
〇
世
紀
中
葉
の
期
間
に
お
い
て
も
認
識
の
変
化
は
認
め
ら

れ
な
い
。
一
九
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
配
管
工
の
マ
ニ
ュ
ア
ル⑲
や
一
九
五
四
年
に
出
さ
れ
た
同
様
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
危
険
性
は
否
定
さ
れ
て
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い
る⑳
。
一
九
六
〇
年
頃
に
な
る
と
、
徐
々
に
危
険
性
に
言
及
す
る
記
述
が
増
え
る
が
、
実
際
に
は
鉛
の
水
道
管
は
流
通
し
続
け
て
お
り㉑
、
一
九

六
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
公
衆
衛
生
医
務
官
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
、
配
管
技
術
上
の
有
用
性
が
依
然
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る㉒
。
近
現
代
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
、
鉛
製
水
道
管
は
一
貫
し
て
重
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

鉛
と
水
質
分
析

水
道
事
業
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
水
質
分
析
は
行
政
上
の
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
任
を
担
っ
た
の
は
化
学
者
で
あ
る
。
一
九
世
紀
初

頭
以
降
に
飲
料
水
が
市
場
商
品
と
し
て
登
場
す
る
と
、
化
学
者
た
ち
は
そ
の
宣
伝
活
動
の
た
め
に
成
分
分
析
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た㉓
。
当

時
の
水
の
成
分
分
析
は
、
外
見
の
目
視
、
試
薬
を
使
っ
た
質
的
検
査
、
蒸
発
後
の
残
留
物
に
よ
る
量
的
な
検
査
の
三
つ
の
方
法
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
中
で
、
も
っ
と
も
信
頼
さ
れ
た
の
は
、
第
二
の
質
的
な
検
査
で
あ
る㉔
。
第
三
の
残
留
物
検
査
の
手
法
は
、
検
査
対
象
と
な
っ
て
い

る
水
の
実
際
の
性
質
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
度
々
議
論
と
な
っ
た㉕
。
こ
う
し
た

問
題
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
実
験
結
果
を
一
般
化
し
、
法
則
性
や
普
遍
性
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
相
対
的
な
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
っ
た㉖
。
ま
た
、
現
在
の
水
質
分
析
に
つ
な
が
る
知
見
の
多
く
は
、
一
九
世
紀
末
の
物
理
化
学

の
進
展
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
分
析
手
法
の
発
展
と
と
も
に
、
一
九
世
紀
後
半
に
化
学
者
た
ち
は
、
水
質
分
析
に
よ
り
深
く
か
か

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
以
降
、
一
部
の
化
学
者
た
ち
は
、
分
析
官
（
public
analyst）
と
い
う
専
門
職
と
し
て
各
地
の
自
治
体

で
雇
用
さ
れ
た㉗
。
主
た
る
任
務
は
、
水
質
や
食
品
混
入
物
の
化
学
的
検
査
だ
っ
た
。

一
九
世
紀
末
の
水
か
ら
鉛
を
検
出
す
る
分
析
技
術
は
、
右
記
の
相
対
的
な
分
析
手
法
と
物
理
化
学
の
知
見
に
多
く
を
負
う
も
の
だ
っ
た
。
一

八
九
六
年
、
著
名
な
化
学
者
Ｊ
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ワ
ン
ク
リ
ン
（
J.A
lfred
W
anklyn,1834-1906）
は
、
水
質
分
析
に
関
す
る
研
究
書
を
刊

行
し
た
。
ワ
ン
ク
リ
ン
は
、
厳
密
な
水
質
分
析
の
重
要
性
を
主
張
し
、
相
対
主
義
的
か
つ
実
際
的
な
分
析
方
法
に
は
異
を
唱
え
て
い
た
化
学
者

で
あ
る
。
し
か
し
、
鉛
の
分
析
に
関
し
て
は
、
分
光
分
析
の
祖
と
も
言
わ
れ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
（
W
illiam
A
llen
M
iller,
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1817-1870）
を
参
照
し
、
相
対
主
義
的
な
比
色
分
析
法
を
採
用
し
た㉘
。
具
体
的
に
は
、
水
素
か
硫
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
に
よ
る
硫
化
処
理
に
よ
っ

て
黒
色
化
し
た
硫
化
物
の
形
成
を
う
な
が
し
、
そ
の
色
か
ら
測
定
を
行
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
当
時
、
安
全
基
準
と
さ
れ
た
〇
・
一
gr./

gal.（
一
・
四
二
五
m
g/L）
は
、
こ
の
比
色
分
析
に
お
い
て
は
「
極
め
て
可
視
的
」（
quite
visible）
と
さ
れ
た㉙
。
現
代
で
用
い
ら
れ
て
い
る
原

子
吸
光
法
に
基
づ
く
分
析
精
度
と
は
到
底
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
大
な
誤
差
を
伴
う
見
当
違
い
の
分
析
手
法
で
は
な
か
っ
た
と
判
断

で
き
る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
現
代
日
本
に
お
い
て
、
飲
料
水
中
の
鉛
に
関
す
る
安
全
基
準
は
〇
・
〇
一
m
g/L
で
あ
る
。
以
下
で
言
及
さ

れ
る
検
査
数
値
に
関
し
て
は
、
こ
の
基
準
を
基
に
そ
の
多
寡
を
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
八
八
〇
年
代
以
降
の
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
に
お
け
る
鉛
暴
露

一
九
世
紀
後
半
、
特
に
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
常
時
供
給
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
よ
っ
て
各
家
庭
へ
の
引
き
込
み
管
に
鉛
製
水
道
管
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
当
然
の
結
果
と
し
て
鉛
中
毒
は
多
発
し
た
。
一
八
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
地
方
紙
で
は
鉛
中
毒
の
事

例
が
多
数
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
報
道
件
数
の
推
移
は
図
一
に
示
し
た
。
こ
の
図
か
ら
は
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
報
道
の
増
加
が
確
認
で
き
る
。

表
二
か
ら
は
、
そ
の
地
方
紙
の
発
行
地
と
し
て
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
（
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
リ
ー
ズ
を
含
む
）
が
全
一
五
一
件
の
う
ち
六
四
件
（
約

四
四
％
）
を
占
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

地
方
紙
で
の
最
初
の
報
道
は
、
一
八
八
二
年
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
北
西
部
の
都
市
キ
ー
ス
リ
ー
（
K
eighley）
で
の
鉛
中
毒
に
よ
る
死
亡
事

件
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た㉚
。
こ
の
記
事
で
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ラ
イ
リ
ー
（
W
ilson
Riley）
と
い
う
機
械
工
の
死
因
と
し
て
、
水
道
水
の
利
用

が
疑
わ
れ
、
彼
が
使
用
し
て
い
た
自
宅
の
蛇
口
水
の
水
が
検
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
〇
・
六
gr./gal.（
〇
・
八
五
五
m
g/L）
の
鉛
が
検
出

さ
れ
た
。

一
八
八
二
〜
八
六
年
に
報
道
さ
れ
た
、
同
州
西
部
の
主
要
都
市
ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
鉛
中
毒
に
関
す
る
訴
訟
事
件
は
、
そ
の
後
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
八
八
二
年
、
同
市
に
住
む
事
務
弁
護
士
の
男
性
が
、
都
市
が
供
給
す
る
水
道
水
に
よ
っ
て
鉛
中
毒
に
か
か
っ
た
こ
と
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発行地 報道
件数 ％ 発行地 報道

件数 ％

シェフィールド
ロンドン
西ヨークシャー
リーズ
バーミンガム
ブリストル
レスター
ウースター
ヨーク
セント・ピーター・ポート
チェスター

38
26
18
11
10
8
5
5
5
4
3

25.2％
17.2％
11.9％
7.3％
6.6％
5.3％
3.3％
3.3％
3.3％
2.6％
2.0％

ダンディー
ランカスター
ミドルスブラ
マンチェスター
ブラックバーン
カーディフ
ダーリントン
ダービー
グラスゴウ
リバプール
ニューカースル・アポン・タイン

3
3
3
2
1
1
1
1
1
1
1

2.0％
2.0％
2.0％
1.3％
0.7％
0.7％
0.7％
0.7％
0.7％
0.7％
0.7％

British Library 19th Century Newspapers Online より筆者作成

表二 一九世紀イギリスにおける鉛中毒報道件数（発行地別)
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図一 一九世紀イギリスにおける鉛中毒報道件数（年代別)
British Library 19th Century Newspapers Online より筆者作成

を
告
発
し
、
市
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
こ

と
が
、
訴
訟
の
発
端
で
あ
る
。
最
初
の
判

決
で
は
、
一
八
八
二
年
八
月
、
リ
ー
ズ
四

季
裁
判
所
が
被
告
側
に
二
〇
〇
〇
ポ
ン
ド

の
損
害
賠
償
金
支
払
い
を
命
じ
た
。
し
か

し
、
同
年
一
二
月
、
高
等
法
院
は
市
の
責

任
を
主
水
道
管
に
よ
る
水
の
供
給
に
限
定

し
、
訴
え
を
棄
却
し
た
。
一
八
八
六
年
の

控
訴
院
と
上
院
と
い
っ
た
上
級
審
で
も
、

同
様
の
結
果
だ
っ
た㉛
。
こ
の
訴
訟
の
焦
点

は
、
一
八
四
七
年
水
道
事
業
条
項
法
が
水

道
事
業
者
に
「
衛
生
的
な
」（
w
hole-

som
e）
水
の
供
給
を
義
務
付
け
、
ま
た
一

八
七
五
年
公
衆
衛
生
法
が
同
様
に
そ
の
義

務
を
地
方
自
治
体
に
課
し
た
点
に
あ
っ
た
。

上
院
の
審
議
で
は
、
鉛
中
毒
の
原
因
が
鉛

製
引
き
込
み
管
で
あ
り
、
都
市
当
局
が
設

置
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち

消
費
者
の
責
任
が
重
視
さ
れ
た32
。
こ
れ
に
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よ
り
、
水
道
管
に
よ
る
鉛
中
毒
は
都
市
自
治
体
の
管
掌
事
項
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
各
地
で
鉛
中
毒
の
報
道
が
相
次
い

で
ゆ
く
。
例
え
ば
、
一
八
八
八
年
初
頭
に
は
、
州
南
部
の
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
C
hesterfield）
と
周
辺
の
ド
ロ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

（
D
ronfield）
で
一
〇
〇
〜
一
五
〇
名
の
鉛
中
毒
患
者
が
発
生
し
た
と
の
報
道
が
あ
る33
。

さ
ら
に
同
年
、
鉛
中
毒
問
題
は
ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
で
再
燃
し
た
。
一
八
八
八
年
五
月
一
九
日
、
そ
の
三
日
前
に
亡
く
な
っ
た
被
服
工
の

男
性
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ラ
ー
ク
（
Jam
es
Clarke）
の
検
死
結
果
に
つ
い
て
審
問
が
行
わ
れ
た34
。
死
因
に
は
、
水
道
水
の
摂
取
に
よ
る
鉛
中
毒

が
疑
わ
れ
た
。
妻
ア
ン
・
ク
ラ
ー
ク
（
A
nn
Clarke）
の
証
言
に
よ
る
と
、
夫
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
お
よ
そ
二
年
半
前
に
ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

の
現
住
居
に
転
居
し
て
か
ら
、
下
腹
部
、
特
に
腸
に
痛
み
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
、
治
療
の
甲
斐
も
な
く
、
腹
痛
と
蛋
白
尿
症
の
症

状
に
苦
し
み
亡
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
複
数
の
医
師
か
ら
鉛
中
毒
で
あ
る
と
の
診
断
が
下
さ
れ
た
。
妻
の
証
言
に
よ
る
と
、
こ
の
家
の
水
道
水

は
濾
過
さ
れ
て
お
ら
ず
、
引
き
込
み
管
の
素
材
に
つ
い
て
は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
家
族
は
彼
以
外
、
体
調
を
崩
し
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
家
庭
で
は
彼
だ
け
が
、
朝
、
仕
事
に
向
か
う
前
に
水
道
水
を
飲
む
習
慣
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
妻
ア
ン
は
、
前
の
住
人
も
同
様
に
腸
の
不

調
に
苦
し
ん
で
い
た
と
述
べ
た
。
最
終
的
に
、
死
因
は
「
お
そ
ら
く
」（
probably）
鉛
中
毒
で
あ
る
と
の
判
断
が
陪
審
員
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
。

ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
水
道
水
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
八
九
一
年
に
水
質
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
一
晩
使
わ
れ
て
い
な
い
蛇
口

か
ら
朝
採
取
さ
れ
た
水
か
ら
〇
・
二
gr./gal.（
二
・
八
五
m
g/L）、
数
分
間
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
た
蛇
口
の
水
か
ら
〇
・
〇
〇
五
gr./gal.

（
〇
・
〇
七
一
m
g/l）、
主
水
道
管
か
ら
採
取
さ
れ
た
水
か
ら
〇
・
〇
四
gr./gal.（
〇
・
五
七
m
g/L）
と
い
う
結
果
だ
っ
た35
。

一
八
八
九
年
は
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
全
体
で
鉛
中
毒
が
続
い
た
。
一
月
初
頭
に
は
、
州
中
部
の
パ
ッ
ジ
ー
（
Pudsey）
や
ノ
ー
ス
・
ビ
ア
リ
ー

（
N
orth
Bierley）
で
一
〇
〇
人
を
超
す
鉛
中
毒
患
者
が
発
生
し
、
水
道
水
が
原
因
と
し
て
疑
わ
れ
た36
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
水
道
水
は
、
ブ
ラ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
水
道
委
員
会
が
提
供
し
て
い
た
。
そ
の
提
供
地
域
で
は
、
こ
の
年
ま
で
の
数
年
間
に
鉛
中
毒
の
事
例
が
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
人
を

超
え
て
い
た37
。
当
時
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
市
内
の
鉛
中
毒
を
出
し
た
住
宅
か
ら
採
取
さ
れ
た
水
の
サ
ン
プ
ル
七
件
か
ら
は
〇
・
五
〜
一
gr./

gal.（
七
・
一
二
五
〜
一
四
・
二
五
m
g/L）、
パ
ッ
ジ
ー
の
蛇
口
水
サ
ン
プ
ル
か
ら
は
〇
・
三
gr./gal.（
四
・
二
七
五
m
g/L）
と
〇
・
九
二
gr./

鉛に曝されたこころ（高林）
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面積
(エーカー)

人 口 鉛 中 毒

全体
公共水道
水利用人口

ムーアランド
水源利用人口

ろ過水
利用人口

総患者数
ろ過水
利用患者数

西ヨークシャー
ランカシャー
カンバーランド
ウェストモーランド

1,861,699
1,203,708
970,154
503,073

2,536,766
4,020,328
174,409
27,324

2,086,187
3,756,539
174,409
27,324

1,806,403
3,408,447
101,664
21,516

692,326
1,203,713
10,881

0

711,202
132,759

0
0

34,061
0
0
0

Twenty-Third Annual Report of the Local Government Board, 1893-94: Supplement containing the
Report of the Medical Officer for 1893-94, London: H.M.S.O., 1894, pp. 333-334より筆者作成

表三 一八九四年イングランド北部における鉛中毒

gal（
一
三
・
一
一
m
g/L）
の
鉛
が
検
出
さ
れ
た
。
当
時
の
基
準
か
ら
し
て
も
極
め
て
深
刻
な
結
果
だ
っ

た
が
、
消
費
者
に
使
用
前
に
は
蛇
口
か
ら
水
を
一
定
時
間
流
す
こ
と
が
対
策
と
し
て
推
奨
さ
れ
る
に
と
ど

ま
っ
た38
。
さ
ら
に
、
一
八
八
九
年
九
月
一
九
日
に
は
、
キ
ー
ス
リ
ー
で
も
再
び
鉛
中
毒
が
発
生
し
た
。
こ

の
と
き
、
同
地
の
公
衆
衛
生
医
務
官
は
、
救
貧
院
と
施
療
院
に
入
所
し
て
い
る
貧
民
の
八
四
％
が
鉛
中
毒

に
か
か
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る39
。

こ
の
よ
う
な
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
状
況
は
政
府
の
公
衆
衛
生
部
門
で
も
問
題
と
な
っ
た
。
地
方
自
治
局

の
公
衆
衛
生
医
務
官
、
す
な
わ
ち
中
央
政
府
に
お
け
る
公
衆
衛
生
業
務
に
か
か
わ
る
専
門
家
の
長
で
あ
る
、

Ｗ
・
Ｈ
・
パ
ワ
ー
（
W
.
H
.
Pow
er,1842-1916）
は
、
一
八
八
八
年
に
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
で
起
き
た
鉛

中
毒
の
多
発
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
は
、
軟
水
か
つ
酸
性
と
い
う
同
地
の
水
質
に
よ
っ

て
水
道
管
の
鉛
が
溶
け
出
し
た
と
結
論
さ
れ
た40
。
そ
し
て
、
対
策
と
し
て
、
供
給
前
に
石
灰
石
を
投
与
し

酸
性
度
を
下
げ
る
こ
と
、
ま
た
カ
ー
ボ
ン
・
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
各
家
庭
で
の
ろ
過
を
行
う
こ
と
が
勧
め

ら
れ
た41
。
ち
な
み
に
、
石
灰
投
与
に
よ
る
酸
性
水
質
の
調
整
は
、
現
在
の
水
道
技
術
で
も
水
道
管
保
護
の

た
め
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
で
あ
る
。

パ
ワ
ー
は
そ
の
後
一
八
九
〇
年
九
月
に
改
め
て
調
査
を
開
始
し
、
一
八
九
四
年
に
次
の
報
告
書
を
と
り

ま
と
め
た42
。
調
査
対
象
は
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
、
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ス
ト
モ
ー

ラ
ン
ド
の
北
部
四
州
だ
っ
た43
。
調
査
結
果
の
概
要
は
表
三
に
示
し
た
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
ま
ず
、
西

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
だ
け
で
鉛
中
毒
の
患
者
が
七
一
一
、
二
〇
二
人
、
州
の
人
口
の
三
分
の
一
弱
に
も
及
ぶ
こ

と
が
示
さ
れ
た44
。
ま
た
、
水
質
調
査
の
結
果
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
原
野
（
ム
ー
ア
ラ
ン
ド
）
は
泥
炭

（
peat）
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
そ
の
水
質
は
酸
性
度
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
れ
が
鉛
を
溶
か
す
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強
い
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た45
。
こ
の
結
果
は
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
内
で
行
わ
れ
た
ム
ー
ア
ラ
ン
ド
水
源
の
水
質
調
査
で
も
追
認
さ
れ

た46
。
以
上
を
も
っ
て
、
パ
ワ
ー
の
報
告
書
は
、
砂
や
砂
利
を
用
い
た
ろ
過
装
置
に
加
え
て
、
水
道
水
へ
の
石
灰
の
投
与
を
改
め
て
推
奨
し
た47
。

二
〇
世
紀
初
頭
に
な
っ
て
も
、
状
況
に
大
き
な
変
化
は
生
じ
な
か
っ
た
。
一
九
〇
一
年
の
地
方
自
治
局
報
告
書
で
は
、
右
記
の
一
八
九
四
年

報
告
書
と
ほ
ぼ
同
様
の
提
言
が
出
さ
れ48
、
一
九
〇
二
年
の
報
告
書
で
は
中
和
に
よ
っ
て
鉛
中
毒
の
事
例
は
減
少
し
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
と

い
う
楽
観
的
な
観
測
が
示
さ
れ
た49
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
鉛
暴
露
の
発
生
は
続
い
た
。
一
九
一
〇
年
の
時
点
で
も
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
各
地
に

鉛
中
毒
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
原
因
が
飲
料
水
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る50
。
し
か
も
、
州
の
大
都
市
や
中
核
都
市
に
留
ま
ら
ず
、

中
小
規
模
の
都
市
や
農
村
部
も
含
ま
れ
て
い
た
。

鉛
と
水
道
の
終
わ
ら
な
い
関
係

水
道
水
を
通
じ
た
鉛
暴
露
は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
解
決
の
糸
口
が
つ
か
め
な
か
っ
た
。
社
会
政
策
学
者
エ
リ
ッ
ク
・
ミ
ル
ス
ト
ン

に
よ
る
と
、
一
九
八
〇
年
の
時
点
で
、
第
二
次
大
戦
以
前
に
イ
ギ
リ
ス
で
建
設
さ
れ
た
住
居
の
一
五
〜
二
〇
％
、
第
二
次
大
戦
後
に
建
設
さ
れ

た
住
宅
の
う
ち
五
％
の
蛇
口
水
か
ら
〇
・
〇
五
m
g/L
を
超
え
る
鉛
が
検
出
さ
れ
た51
。
一
九
七
〇
年
代
中
葉
の
調
査
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
体

の
九
％
の
家
庭
で
、
朝
に
最
初
に
流
さ
れ
た
蛇
口
の
水
か
ら
〇
・
一
m
g/L
以
上
の
鉛
が
検
出
さ
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
体
で
は
二
九

％
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
で
は
四
二
％
の
家
庭
か
ら
、
同
様
の
検
査
結
果
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
鉛
の
水
道
管
の
設
置
状
況
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
一
九
八
二
年
に
行
わ
れ
た
水
道
研
究
所
（
W
ater
Research
Centre）

の
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
に
お
い
て
鉛
製
水
道
管
を
利
用
し
て
い
た
世
帯
は
総
世
帯
数
一
八
五
〇
万
の
う
ち
約
七
〇
〇
万
〜
一
〇
五

〇
万
世
帯
だ
っ
た
。
全
人
口
の
三
分
の
一
か
ら
半
分
相
当
が
鉛
水
道
管
の
利
用
者
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
約
五
〇
〇
万
世
帯
が
鉛
溶

解
性
の
高
い
酸
性
の
水
を
水
道
水
と
し
て
利
用
し
て
い
た52
。
こ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
頃
ま
で
、
鉛
の
水
道
管
敷
設
が
可
能
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
が
発
表
し
た
推
計
値
に
よ
る
と
、
一
九
九
一
年
の
時
点
で
、
約
二
一
〇
万
の
住
宅
の
う
ち
約
六
〇
万
軒
弱
で
鉛
の
引
き
込

鉛に曝されたこころ（高林）
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み
管
が
使
用
さ
れ
て
い
た53
。
し
か
し
、
鉛
製
引
き
込
み
管
を
交
換
す
る
た
め
の
公
共
投
資
は
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
低
調
だ
っ
た
う
え
に
、

そ
の
後
も
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
。

鉛
製
水
道
管
に
よ
る
リ
ス
ク
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
で
極
め
て
高
か
っ
た
。
一
九
七
九
〜
八
九
年
に
か
け
て
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
で
の
水

質
調
査
に
よ
る
と
、
二
五
〇
〇
件
の
水
道
水
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
五
七
％
が
五
〇
µg/L（
〇
・
〇
五
m
g/L）
以
上
の
鉛
を
含
ん
で
い
た
。
し
か

も
、
五
〇
〇
µg/L
以
上
の
サ
ン
プ
ル
数
の
値
を
示
し
た
割
合
も
三
〇
％
に
も
及
ん
だ
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
市
当
局
は
、
水
道
管
交
換
の
た
め

の
資
金
を
環
境
省
の
援
助
の
下
で
交
付
し
た
が
、
実
際
に
は
三
〇
〇
軒
程
度
の
交
換
に
と
ど
ま
り
、
環
境
省
か
ら
の
補
助
金
は
一
九
九
〇
年
に

終
了
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
末
の
時
点
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
約
四
〇
〇
万
軒
の
住
居
に
一
〇
µg/L（
〇
・
〇
一
m
g/L）

以
上
の
鉛
を
含
む
飲
料
水
道
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
と
の
推
計
も
あ
る54
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
水
道
を
通
じ
た
鉛
暴
露
へ
の
対
策
は
低
調
で
あ
り
つ
づ
け
た
。
特
に
、
非
鉛
製
水
道
管
へ
の
交
換
に
際

し
て
の
費
用
負
担
は
、
一
八
八
六
年
の
ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
訴
訟
の
時
点
と
変
わ
ら
ず
、
個
々
の
消
費
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る55
。
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四

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
水
道
と
鉛
暴
露

都
市
の
発
展
と
衛
生

鉛
暴
露
の
中
心
地
で
あ
る
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
に
お
い
て
、
悪
名
を
馳
せ
た
都
市
が
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
都
市
の
発
展
の
過

程
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
中
世
以
来
、
カ
ト
ラ
リ
ー
製
造
業
で
栄
え
て
き
た①
。
一
六
〜
一
七
世
紀
に
は
、
労
働
人
口
の

六
〇
％
ほ
ど
が
こ
の
産
業
に
従
事
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
一
七
世
紀
中
葉
以
降
に
な
る
と
鉄
鋼
業
が
始
ま
り
、
一
九
世
紀
以
降
に
は
鉄

鋼
都
市
と
し
て
の
装
い
を
強
く
し
た②
。
格
段
の
発
展
は
一
八
二
〇
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
八
世
紀
以
後
の
ロ
ン
ド
ン
と
似
て
、

旧
市
街
地
に
居
住
地
を
求
め
る
こ
と
が
徐
々
に
難
し
く
な
る
と
、
そ
の
外
に
中
産
階
級
や
下
層
階
級
の
人
々
は
移
っ
た
。

都
市
の
発
展
は
衛
生
状
態
の
悪
化
を
も
た
ら
し
た
。
乳
幼
児
死
亡
率
や
し
ょ
う
紅
熱
の
罹
患
率
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
一
八
世
紀
末
の
時
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点
の
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
衛
生
状
態
は
近
隣
の
工
業
都
市
に
比
べ
て
良
好
だ
っ
た③
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
前
半
以
降
、
都
市
の
成
長
と
と
も
に

人
口
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
衛
生
が
重
要
な
行
政
課
題
と
な
り
、
一
八
三
二
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
際
し
て
は
四
〇
二
名
の
死
者
が
出
た
。
こ
れ

は
、
罹
患
者
の
三
二
・
五
％
に
相
当
し
た④
。
一
八
四
六
年
に
な
る
と
、
市
に
保
健
委
員
会
（
H
ealth
Com
m
ittee）
が
設
立
さ
れ
、
街
路
の
整

備
や
清
掃
、
騒
音
対
策
な
ど
の
業
務
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た⑤
。
一
八
六
五
年
に
は
市
保
健
局
（
Board
of
H
ealth）
が
設
置
さ
れ⑥
、
一
八
七
三

年
に
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
公
衆
衛
生
医
務
官
が
任
命
さ
れ
た
。
一
八
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
保
健
当
局
の
管
掌
業
務
は
、
公

共
浴
場
の
管
理
、
騒
音
対
策
、
ゴ
ミ
回
収
、
公
衆
便
所
・
ゴ
ミ
捨
て
場
・
街
路
の
清
掃
、
食
品
と
薬
品
の
検
査
、
工
場
や
工
房
の
衛
生
監
督
、

感
染
症
の
統
制
等
へ
と
拡
大
さ
れ
た⑦
。

貯
水
池
・
常
時
供
給
・
公
営
化

中
世
の
頃
か
ら
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
水
が
豊
富
な
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
水
源
は
泉
や
私
有
の
井
戸
だ
っ
た⑧
。
一

七
世
紀
に
は
一
時
期
、
小
規
模
な
貯
水
池
が
造
ら
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
泉
や
井
戸
が
用
い
ら
れ
、
通
り
に
は
水
売
り
の
行
商
が
い
た⑨
。
一
七

三
〇
年
代
に
な
る
と
、
複
数
の
小
規
模
な
貯
水
池
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
貯
水
は
木
製
の
水
道
管
に
よ
っ
て
市
内
に
運
ば
れ
た⑩
。
そ
の
後
一
八
二

〇
年
代
末
ま
で
に
複
数
の
貯
水
池
が
建
設
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
小
規
模
な
も
の
に
留
ま
っ
た⑪
。

一
八
三
〇
年
に
な
る
と
、
産
業
と
人
口
の
発
展
に
よ
る
需
要
増
大
に
応
え
て
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
水
道
会
社
（
Sheffield
W
aterw
orks

Com
pany）
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
会
社
は
す
ぐ
に
、
市
西
方
の
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
ズ
（
Redm
ires）
貯
水
池
と
、
オ
ー
ル
ド
・
ダ
ム
周
辺
に

造
ら
れ
た
ハ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
（
H
adfield）
貯
水
池
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
市
の
北
部
の
ロ
ク
ス
レ
ー
・
ヴ
ァ
リ
ー
（
Loxley
V
alley）
に
、
一

八
五
三
年
以
降
、
デ
イ
ル
・
ダ
イ
ク
（
D
ale
D
ike）
を
含
む
四
つ
の
貯
水
池
を
建
設
し
た⑫
。

一
八
三
六
年
に
完
成
し
た
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
ズ
貯
水
池
は
、
拡
大
を
続
け
る
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
水
源
だ
っ
た⑬
。
こ
の

貯
水
池
の
完
成
後
、
一
八
四
三
年
に
は
週
三
回
の
供
給
が
開
始
さ
れ
、
一
九
世
紀
中
葉
に
は
各
家
庭
で
貯
水
タ
ン
ク
に
水
が
保
管
さ
れ
る
よ
う

鉛に曝されたこころ（高林）
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図二 一九世紀シェフィールドにおける水道二系統
YWA/13/5a: John K. Swales, Brief history and particulars of the Sheffield Waterworks,
Sheffield: City of Sheffield, 1938より筆者作成

に
な
っ
た⑭
。
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
ズ
周
辺
に
は
そ
の
後
二
つ
の
貯
水

池
が
増
設
さ
れ
、
一
八
五
〇
年
ま
で
に
は
一
日
八
時
間
の
供
給
が

開
始
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
総
需
要
に
は
全
く
と
ど
か
ず⑮
、

さ
ら
な
る
供
給
拡
大
が
課
題
と
な
っ
た⑯
。

常
時
供
給
サ
ー
ビ
ス
は
一
八
六
九
年
七
月
二
九
日
に
開
始
さ
れ

た
。
し
か
し
、
水
道
会
社
は
一
八
六
四
年
の
洪
水
事
故
を
受
け
て

多
額
の
賠
償
責
任
を
負
っ
て
い
た
た
め
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
事
故
は
、
一
八
六
四
年
三
月
一
一
日

に
デ
イ
ル
・
ダ
イ
ク
貯
水
池
が
決
壊
し
、
二
四
四
人
の
シ
ェ
フ

ィ
ー
ル
ド
市
民
の
命
を
奪
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る⑰
。
こ
の
事
故

に
よ
り
、
水
道
会
社
は
、
約
三
七
万
ポ
ン
ド
の
損
害
賠
償
を
課
せ

ら
れ
、
市
当
局
に
二
五
％
の
値
上
げ
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、
市

当
局
は
こ
の
要
請
を
認
め
な
か
っ
た⑱
。
そ
れ
以
後
、
高
騰
す
る
料

金
と
低
調
な
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
水
道
会
社
と
市
当
局
は
対
立
を

重
ね⑲
、
一
八
八
七
年
に
市
当
局
は
水
道
会
社
を
買
収
し
、
翌
年
か

ら
水
道
事
業
を
公
営
化
し
た⑳
。
そ
の
業
務
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド

市
水
道
部
（
Sheffield
C
ity
C
ouncil
（
C
orporation）

W
aterw
orks
D
epartm
ent）
が
一
九
七
三
年
ま
で
担
っ
た
。

一
九
世
紀
末
の
時
点
で
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
水
道
供
給
サ
ー
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ビ
ス
は
、
高
地
レ
ベ
ル
（
H
igh
Level）
と
低
地
レ
ベ
ル
（
Low
Level）
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
て
供
給
さ
れ
た
。
低
地
レ
ベ
ル
は
、
市
北
部

の
リ
ヴ
ェ
リ
ン
川
を
水
源
と
し
、
市
の
中
心
部
（
旧
市
街
）
と
市
外
東
部
の
ア
タ
ー
ク
リ
フ
（
A
ttercliffe）
や
ダ
ー
ナ
ル
（
D
arnall）
へ
と
水

道
を
供
給
し
た
。
一
方
、
高
地
レ
ベ
ル
の
水
源
は
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
ズ
で
あ
り
、
上
記
以
外
の
地
域
に
供
給
さ
れ
た㉑
。
一
八
九
四
年
時
点
の
供

給
人
口
は
、
低
地
レ
ベ
ル
が
約
二
二
万
人
、
高
地
レ
ベ
ル
が
一
一
万
人
だ
っ
た㉒
。
そ
れ
ぞ
れ
の
供
給
地
域
は
図
二
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
に

と
っ
て
重
要
な
点
は
、
一
八
八
〇
年
代
に
多
発
し
た
鉛
中
毒
の
事
例
が
高
地
レ
ベ
ル
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
高
地
レ
ベ
ル
の

供
給
は
、
一
八
六
〇
年
代
末
か
ら
一
八
七
〇
年
代
に
か
け
て
整
備
さ
れ
、
一
九
世
紀
後
半
に
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
南
西
部
の
新
興
住
宅
地
域
に
移

り
住
ん
だ
下
層
階
級
の
上
層
に
供
給
さ
れ
た㉓
。

二
〇
世
紀
に
は
い
っ
て
も
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
水
道
事
業
は
、
人
口
の
増
加
と
歩
を
合
わ
せ
て
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
サ
ッ
チ

ャ
ー
政
権
の
も
と
、
一
九
八
九
年
以
降
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
水
公
開
有
限
会
社
（
Y
orkshire
W
ater
plc.）
と
し
て
民
営
化
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九

九
九
年
に
は
ケ
ル
ダ
・
グ
ル
ー
プ
公
開
有
限
会
社
（
K
elda
Group
plc.）
の
子
会
社
に
な
っ
た㉔
。

水

の

代

償

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
一
八
八
六
年
に
鉛
中
毒
の
発
生
が
議
論
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
年
、
市
の
公
衆
衛
生
医
務
官
シ
ン
ク
レ
ア
・
ホ
ワ
イ

ト
（
Sinclair
W
hite,c1852-1920）
は
、
保
健
局
に
対
し
て
、
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
貯
水
池
の
水
が
高
い
鉛
溶
解
性
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
鉛

製
引
き
込
み
管
の
内
壁
を
溶
か
し
、
鉛
中
毒
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た㉕
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
、
鉛
を
扱
っ
た
産
業
は
存

在
せ
ず
、
水
道
引
き
込
み
管
だ
け
が
考
え
ら
れ
う
る
原
因
だ
っ
た
。
ま
た
、
鉛
中
毒
の
被
害
者
は
、
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
ズ
貯
水
池
を
水
源
と
す

る
高
地
レ
ベ
ル
の
利
用
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
水
質
検
査
で
は
、
〇
・
〇
七
〜
〇
・
七
gr./gal.（
〇
・
九
九
〜
九
・
九
m
g/L）

と
い
う
深
刻
な
数
値
が
で
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
の
保
健
局
は
、
鉛
製
水
道
管
を
通
過
し
た
水
を
飲
む
の
を
控
え
る
こ
と
、
引
き
込
み
管
を
鉄

製
に
変
更
す
る
こ
と
を
市
民
に
勧
め
た㉖
。

鉛に曝されたこころ（高林）
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図三 一八八〇年代後半シェフィールドにおける鉛中毒の発生地理分布図
注記：網掛け部分が低地レベルの水道水供給地域。鉛中毒の発生地には「＊」マークがつけら

れている。
出典：“Lead poisoning in Sheffield”, The Sheffield & Rotherham Independent, 11023, 1889, p. 7.

一
八
八
八
年
一
月
に
な
る

と
、
鉛
中
毒
に
よ
る
死
亡
事

例
が
複
数
報
道
さ
れ
た
。
死

者
を
出
し
た
の
は
、
市
中
心

部
か
ら
北
東
方
向
に
位
置
す

る

ピ
ッ

ツ

ム
ー

ア

（
Pitsm
oor）
の
周
辺
、
高

地
レ
ベ
ル
供
給
地
域
だ
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、
一
家
全
員
が

鉛
中
毒
に
か
か
っ
た
事
例
も

存
在
し
た㉗
。
死
亡
事
例
に
直

面
し
て
、
市
の
水
道
委
員
会

は
、
鉛
中
毒
の
原
因
を
レ
ッ

ド
マ
イ
ヤ
ー
ズ
貯
水
池
の
水

の
酸
性
度
に
あ
る
と
判
断
し
、

石
灰
の
投
与
と
、
石
灰
石
の

ブ
ロ
ッ
ク
を
水
路
の
一
定
区

画
に
敷
き
詰
め
る
こ
と
を
決

定
し
た㉘
。
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教区連合 タウンシップ 主な地域
1883-90 1891

鉛中毒
件数 ％ 人口 ％

シェフィールド 1 シェフィールド City Centre, Park 17 17.0％ 91,416 28.1％
2 アタークリフ・ダーナル Brightside, Carbrook, Attercliffe,

Darnall
3 3.0％ 35,811 11.0％

3 ブライトサイド Neepsend, Woodside, Pitsmoor,
Grimesthorpe, Crabtree

2 2.0％ 67,803 20.9％

エクルサール 4 エクルサール Abbeydale, Barner Cross, Bent’s
Green, Greystones, Millhouses,
Sharrow Moor, Sharrow Head,
Sharrow Vale, Nether Edge,
Brincliffe Edge, Carter Knowle,
Whirlow, Whiteley Wood,
Broomhall, Endcliffe, Tapton

31 31.0％ 68,987 21.2％

5 アッパー・ハラム Carswick Hil l, Crosspool,
Fulwood, Nether Green,
Ranmoor, Sandygate, Stephen
Hill, Stumperlowe, Bell Hagg Inn

15 15.0％ 46,378 14.3％

6 ネザー・ハラム Philadelphia, Hillfoot, Owlerton,
Hil lsborough, Upperthorpe,
Netherthorpe, Steel Bank,
Crookes, Crookes Moor, Walkley

32 32.0％ 2,709 0.8％

7 ヒーリー Heeley Lowfield, Meersbrook 27 27.0％ 11,837 3.6％
合計・平均 100 324,941

“Lead poisoning in Sheffield”, The Sheffield & Rotherham Independent, 11020, 1889, p. 3およびWilliam
White, White’s general and commercial directory of Sheffield, Rotherham, Barnsley, Chesterfield, and
Worksop, Sheffield: William White, 1901, p. 3より筆者作成

表四 一八八〇年代シェフィールドにおける鉛中毒（ユニオン・タウンシップ別)

こ
の
と
き
、
住
民
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
り
、
朝
に
水

道
水
を
一
定
時
間
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
い
う
対
応
を

試
み
た
。
そ
の
結
果
、
深
刻
な
水
の
浪
費
が
生
じ
、
各
貯

水
池
の
水
位
は
半
分
程
度
ま
で
低
下
し
た㉙
。
石
灰
の
投
与

は
住
民
の
不
安
を
収
め
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
だ
が
、
そ

の
後
も
水
の
浪
費
は
続
い
た
。
こ
の
事
態
に
、
市
の
水
道

事
業
の
技
術
及
責
任
者
Ｅ
・
Ｍ
・
イ
ー
ト
ン
（
E.
M
.

E
aton）
は
、
い
ら
立
ち
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
朝
に
蛇
口

か
ら
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
対
策
を
「
愚
か
」

（
foolish）
と
断
じ
、「
い
わ
ゆ
る
鉛
中
毒
」（
so-called

lead
poisoning）
と
評
し
た㉚
。
中
毒
の
被
害
を
些
末
な
も

の
と
評
価
し
た
イ
ー
ト
ン
を
、
都
市
の
分
析
官
ア
ル
フ
レ

ッ
ド
・
Ｈ
・
ア
レ
ン
（
A
lfred
H
enry
A
llen,1846-1904）

は
強
く
批
判
し
た㉛
。

一
八
八
九
年
に
な
る
と
、
地
元
紙
に
鉛
中
毒
の
実
態
を

子
細
に
明
ら
か
に
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
投
稿
さ
れ
た
。
そ
の

投
稿
者
は
匿
名
だ
っ
た
が
、
調
査
手
法
や
主
張
の
内
容
か

ら
す
る
と
分
析
官
ア
レ
ン
に
よ
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
調
査
で
は
ま
ず
、
市
内
の
医
師
へ
の
聞
き
取
り
を
基

鉛に曝されたこころ（高林）
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に
、
飲
料
水
に
起
因
す
る
鉛
中
毒
が
多
数
発
生
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
患
者
の
多
く
は
、
鉛
中
毒
の
典
型
的
な
症
状
を
呈
し
て
い
た

が
、
鉛
と
関
係
す
る
産
業
に
従
事
す
る
者
は
い
な
か
っ
た32
。
投
稿
者
は
、
以
上
の
証
左
と
し
て
、
市
内
の
医
師
六
名
が
確
認
し
た
患
者
一
二
九

名
の
一
覧
を
記
事
に
添
え
た
。
性
別
、
居
住
地
域
、
バ
ー
ト
ン
線
の
有
無
、
治
療
期
間
、
症
状
が
記
さ
れ
た
一
覧
か
ら
は
、
高
地
レ
ベ
ル
供
給

地
域
で
の
発
症
事
例
の
多
さ
が
確
認
で
き
る33
。
ま
た
、
続
編
の
記
事
に
は
、
上
記
一
覧
が
地
図
上
に
ま
と
め
ら
れ
た34
。
図
三
が
そ
の
地
図
で
あ

る
。右

記
の
患
者
一
覧
を
、
地
域
人
口
と
対
照
し
た
の
が
表
四
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、
低
地
レ
ベ
ル
を
利
用
す
る
市
中
心
地
域
（
Sheffield）

の
患
者
の
少
な
さ
が
際
立
つ
。
約
二
八
％
の
人
口
に
対
し
て
一
三
％
し
か
鉛
中
毒
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
こ
の
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

パ
ー
ク
・
ヒ
ル
（
Park
H
ill）
と
呼
ば
れ
た
高
地
レ
ベ
ル
供
給
地
域
だ
っ
た
。
ま
た
、
ド
ン
川
右
岸
の
地
域
で
あ
る
ア
タ
ー
ク
リ
フ
、
ダ
ー
ナ

ル
、
ブ
ラ
イ
ト
サ
イ
ド
（
Brightside）
で
も
患
者
が
少
な
い
の
だ
が
、
こ
の
地
域
は
低
地
レ
ベ
ル
の
水
道
水
利
用
地
域
だ
っ
た
。
一
方
、
エ
ク

ル
サ
ー
ル
（
Ecclesall）、
ネ
ザ
ー
・
ハ
ラ
ム
（
N
ether
H
allam
）、
ア
ッ
パ
ー
・
ハ
ラ
ム
（
U
pper
H
allam
）、
ヒ
ー
リ
ー
（
H
eeley）
は
い
ず
れ

も
高
地
レ
ベ
ル
の
水
道
水
を
利
用
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
記
事
以
後
も
、
市
当
局
内
部
で
は
混
乱
が
続
い
た
。
例
え
ば
、
水
中
の
ケ
イ
素
不
在
を
鉛
溶
解
性
の
原
因
と
し
て
疑
う
専
門
家
の
助
言

か
ら35
、
市
当
局
は
対
策
を
、
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
ズ
貯
水
池
の
採
水
口
へ
の
石
灰
の
塊
の
投
与
に
と
ど
め
て
い
た36
。
ま
た
、
一
八
九
〇
年
一
月
に

は
、
当
局
は
そ
の
専
門
家
の
助
言
に
従
っ
て
、
石
英
や
砂
を
用
い
た
総
合
的
な
濾
過
フ
ィ
ル
タ
ー
を
レ
ッ
ド
マ
イ
ヤ
ー
貯
水
池
に
建
設
す
る
こ

と
を
決
定
し
た37
。
そ
の
費
用
は
二
万
ポ
ン
ド
と
見
積
も
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
混
乱
は
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
公
衆
衛
生
医

務
官
協
会
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
部
門
の
年
次
会
合
で
も
、
原
因
と
対
策
法
を
め
ぐ
っ
て
議
論
は
錯
綜
し
た38
。
市
当
局
は
一
八
九
〇
年
一
月
、
水
質
分

析
の
権
威
で
あ
る
ト
マ
ス
・
ホ
ー
ク
ス
リ
ー
（
T
hom
as
H
aw
kesley,1807-93）
や
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
化
学
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
デ
ィ
ウ
ォ
ー

（
Jam
es
D
ew
ar,1842-1923）
ら
を
招
聘
し
た
公
聴
会
の
開
催
を
決
定
し
た
が
、
こ
れ
も
処
方
箋
と
は
な
ら
な
か
っ
た39
。
二
月
に
行
わ
れ
た
公

聴
会
で
は
、
市
の
医
師
た
ち
に
よ
っ
て
多
数
の
中
毒
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
深
刻
な
水
質
検
査
結
果
（
蛇
口
水
か
ら
四
gr./gal.（
五
七
m
g/L）
が
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報
告
さ
れ
た
の
だ
が40
、
一
八
九
一
年
七
月
半
ば
に
な
っ
て
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
石
灰
投
与
の
継
続
と
い
う
目
新
し
さ
の
全
く

な
い
結
論
が
出
さ
れ
る
始
末
だ
っ
た41
。

そ
の
後
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
一
八
九
三
年
に
水
道
水
に
よ
る
鉛
中
毒
の
死
亡
事
例
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
問
題
は
解
決
さ
れ
ぬ
ま
ま
だ

っ
た42
。
一
九
〇
一
年
の
地
方
自
治
局
の
報
告
書
で
は
、
石
灰
投
与
後
に
中
毒
事
例
は
な
く
な
っ
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り43
、
重
度
な
水
準
で
の

鉛
中
毒
を
あ
る
程
度
は
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
の
末
に
至
る
ま

で
、
中
程
度
か
ら
低
度
の
鉛
暴
露
は
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
体
で
継
続
し
た
。
水
道
水
の
常
時
供
給
の
代
償
と
し
て
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
鉛

を
よ
り
暴
露
し
や
す
い
環
境
を
得
た
の
で
あ
る
。

①
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暴
露
に
よ
る
健
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被
害

量
的
分
析
の
試
み

鉛
暴
露
と
健
康
被
害

こ
こ
ま
で
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
、
特
に
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
さ
ら
に
は
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
鉛
暴
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露
は
人
体
に
対
し
て
極
め
て
有
害
な
水
準
に
あ
り
、
ま
た
決
し
て
一
過
性
の
現
象
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
の
深
刻
な

鉛
暴
露
は
当
時
の
人
口
や
疾
病
に
関
す
る
統
計
か
ら
は
容
易
に
確
認
で
き
な
い
。
以
下
で
は
、
国
勢
調
査
、
統
計
局
（
Registrar-General）
の

人
口
調
査
、
地
方
自
治
局
の
鉛
暴
露
に
関
連
し
た
諸
統
計
、
狂
気
法
委
員
（
Com
m
issioners
in
Lunacy）
に
よ
る
精
神
医
療
に
関
す
る
統
計

を
用
い
て
、
一
九
一
〇
年
時
点
の
鉛
暴
露
に
よ
る
健
康
被
害
を
検
討
し
て
み
た
い
。

用
い
ら
れ
る
史
料
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
く
と
、
鉛
暴
露
に
関
し
て
は
、
地
方
自
治
局
が
一
九
一
五
年
に
刊
行
し
た
全
国
水
道
供
給
事
業
下

請
け
調
査
（
Return
as
to
w
ater
undertakings
in
England
and
W
ales）
に
、
各
地
の
水
道
事
業
体
か
ら
そ
の
地
の
水
質
が
鉛
溶
解
力
を
持

つ
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
す
る
報
告
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
参
照
し
て
い
る
。
精
神
疾
患
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
大
法
官
の
も
と
に
任

命
さ
れ
た
狂
気
法
委
員
の
年
次
報
告
に
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
る
。

検
討
対
象
を
一
九
一
〇
年
に
限
定
す
る
こ
と
に
も
付
記
し
た
い
。
こ
れ
は
、
妊
娠
期
に
あ
る
胎
児
の
鉛
暴
露
が
精
神
疾
患
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
、
統
合
失
調
症
が
青
年
期
か
ら
三
〇
歳
代
に
発
症
す
る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
現
代
の
医
学
的
知
見
を
前
提
と
し
て
い
る
。
一
九
一
〇

年
は
、
水
道
の
常
時
供
給
が
確
立
し
始
め
る
一
八
七
〇
年
代
、
鉛
暴
露
が
頻
発
し
た
一
八
八
〇
年
代
か
ら
お
よ
そ
三
〇
〜
四
〇
年
後
に
あ
た
り
、

鉛
暴
露
に
よ
る
健
康
被
害
の
「
第
一
世
代
」
を
観
測
す
る
う
え
で
適
当
だ
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
全
体
の
鉛
暴
露
と
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
表
五
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
鉛
暴
露
の

リ
ス
ク
に
関
し
て
高
い
値
を
示
し
た
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
北
部
の
諸
州
で
あ
る
。
し
か
し
、
鉛
暴
露

の
リ
ス
ク
と
死
亡
率
、
出
生
率
、
人
口
密
度
、
貧
困
、
精
神
疾
患
の
あ
い
だ
に
、
明
確
な
相
関
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
精
神
疾
患
に
関
し
て

は
、
鉛
暴
露
の
リ
ス
ク
が
低
い
ロ
ン
ド
ン
や
南
西
部
の
諸
州
の
数
値
が
高
い
一
方
、
鉛
暴
露
の
リ
ス
ク
が
高
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
や
ミ
ッ
ド

ラ
ン
ズ
の
諸
州
は
非
常
に
少
な
い①
。
精
神
疾
患
の
発
生
は
む
し
ろ
、
貧
困
と
の
や
や
弱
い
相
関
関
係
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
さ
ら
に
地
域
を
絞
っ
て
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
に
限
定
し
た
表
六
を
検
討
し
て
み
た
い
。
鉛
暴
露
の
リ
ス
ク
は
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の

な
か
で
も
偏
在
し
て
い
た
。
当
時
、
特
に
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
の
は
、
ハ
ダ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ウ
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†North Wales には以下の諸州（Montgomery, Flint, Denbigh, Merioneth, Carnarvon, Anglesey）が，South Wales には以下
の諸州（Glamorgan, Carmarthen, Pembroke, Cardigan, Brecknock, Radnor）が含まれる。
Annual report of the Registrar-General of births, deaths, and marriages in England, London: H. M. S. O. 1911，Annual
report of the Commissioners in Lunacy to the Lord Chancellor, London: H. M. S. O., 1909，Census of England and Wales for
1911, London: H.M.S.O., 1912，Annual report of the Local Government Board, 1910-11, Part I., London: H.M.S.O., 1911，
Return as to water undertakings in England and Wales, ordered to print in 28 July 1914, published in 1915, London: H.M.S.
O., 1915より筆者作成

表五 一九一〇年のイングランド・ウェールズにおける
精神疾患・鉛暴露・健康状態・社会経済状況

精神疾患 鉛暴露 健康状態 社会経済
(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｄ) (Ｅ) (Ｆ) (Ｇ) (Ｈ)

州 貧民患者
(/10万人)

鉛溶解性
水道水使用
人口(人)

鉛溶解性
水道水使用
人口率(％)

粗死亡率
(/1000人)

出生率
(/1000人)

人口
(人)

人口密度
(/1エーカー)

貧民
(/1000人)

Anglesey
Bedfordshire
Berkshire
Brecknockshire
Buckinghamshire
Cambridgeshire
Cardiganshire
Carmarthenshire
Carnarvonshire
Cheshire
Cornwall
Cumberland
Denbighshire
Derbyshire
Devonshire
Dorsetshire
Durham
Essex
Flintshire
Glamorganshire
Gloucestershire
Herefordshire
Hertfordshire
Huntingdonshire
Kent
Lancashire
Leicestershire
Lincolnshire
Merionethshire
Middlesex
Monmouthshire
Montgomeryshire
Norfolk
Northamptonshire
Northumberland
Nottinghamshire
Oxfordshire
Pembrokeshire
Radnorshire
Rutlandshire
Shropshire
Somersetshire
Southampton (Hampshire)
Staffordshire
Suffolk
Surrey
Sussex
Warwickshire
Westmorland
Wiltshire
Worcestershire
York (East Riding)
York (North Riding)
York (West Riding)
London
North Wales †
South Wales †

Total

361.29
260.55
203.68
308.67
309.72
267.58
382.44
296.12
280.70
181.61
321.78
264.16
221.02
141.05
224.10
346.67
109.21
190.84
230.84
128.56
170.90
462.07
318.68
269.90
282.90
82.83
140.80
183.52
340.17
233.38
216.82
410.19
204.16
225.24
91.41
108.26
292.07
289.02
509.07
294.90
265.52
334.48
165.58
152.49
254.28
195.13
230.94
94.77
295.71
408.96
226.58
107.22
180.67
94.50
581.33
281.55
178.65
222.21

0
0

23,176
4,152
5,667
0
0

6,494
12,014
238,630
63,437
9,871
1,257
263,867
90,603
1,998
487,604

0
13,496
151,165

0
0
0
0

6,683
1,228,290
227,222

0
3,538
0

56,804
104
8,780
0

6,067
259,904

0
0
0
0

3,985
25,005
661
191
0

5,870
21,216
590,060
7,502
0
0
0

10,306
1,493,261

30,409
161,811
5,328,878

0.0％
0.0％
7.6％
7.4％
2.9％
0.0％
0.0％
4.3％
8.5％
26.0％
19.5％
3.7％
0.9％
48.2％
12.9％
0.9％
35.4％
0.0％
29.0％
13.4％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.7％
25.5％
47.2％
0.0％
5.9％
0.0％
13.7％
0.2％
1.8％
0.0％
0.9％
36.3％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
1.5％
5.1％
0.1％
0.0％
0.0％
0.6％
3.2％
57.6％
11.8％
0.0％
0.0％
0.0％
2.5％
49.0％

6.7％
4.5％
14.8％

16.49
13.22
9.15
15.32
12.30
13.68
18.29
15.06
15.23
14.52
16.01
14.59
14.79
13.81
14.61
12.75
16.71
12.84
14.77
20.18
5.97
14.63
11.38
13.04
12.65
16.74
13.21
13.99
16.53
11.78
14.74
14.53
13.71
12.77
15.10
14.56
12.84
15.27
12.57
13.27
13.86
13.08
13.10
15.75
13.00
11.10
12.56
15.42
13.17
12.52
12.99
18.22
16.40
15.71
15.15
15.19
18.96
14.65

21.78
21.51
14.41
52.59
20.87
21.31
17.87
26.26
19.54
23.38
20.86
24.76
24.90
27.11
20.40
20.23
31.27
24.22
24.97
38.99
9.27
20.47
20.79
21.59
21.10
24.91
23.36
24.83
19.36
24.43
30.43
20.57
22.39
20.72
27.19
26.16
21.03
23.24
22.18
21.48
22.39
19.85
22.31
27.81
22.04
20.82
18.33
26.21
19.65
21.39
23.26
30.99
26.39
24.50
24.72
22.35
36.15
24.49

50,928
194,588
271,009
59,287
219,551
198,074
59,879
160,406
125,043
954,779
320,098
265,746
144,783
683,423
699,703
223,266
1,369,860
1,350,881
92,705

1,120,910
736,097
114,269
311,284
55,577

1,045,591
4,767,832
476,553
563,960
45,565

1,126,465
395,719
53,146
499,116
348,515
696,893
604,098
199,269
89,960
22,590
20,346
246,307
458,025
950,579
1,348,259
394,060
845,578
663,378
1,040,409
63,575
286,822
526,087
432,759
419,546
3,045,377
4,521,685
512,170
1,423,072
31,458,525

0.29
0.64
0.59
0.13
0.46
0.36
0.14
0.27
0.34
1.45
0.37
0.27
0.34
1.04
0.42
0.35
2.11
1.38
0.57
2.16
0.91
0.21
0.77
0.24
1.07
3.99
0.89
0.33
0.11
7.58
1.13
0.10
0.38
0.55
0.54
1.12
0.41
0.23
0.08
0.21
0.29
0.44
0.90
1.81
0.42
1.83
0.71
1.79
0.13
0.33
1.10
0.58
0.31
1.72
60.44
0.25
0.56
0.96

28.65
26.78
26.08
27.22
24.42
32.06
39.10
23.03
38.06
18.40
27.32
21.78
29.22
17.53
30.24
33.69
23.30
23.82
21.82
27.57
26.62
29.17
26.53
25.48
24.19
22.20
27.43
27.42
44.71
16.50
28.67
32.76
33.66
27.26
20.98
26.29
30.85
29.22
24.97
24.18
24.21
27.93
24.68
26.38
29.54
18.12
27.14
20.13
19.25
28.41
26.26
33.48
29.18
17.32
31.40
31.73
27.59
24.81
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†シェフィールドの潜在的鉛害水道水使用率が100％を超えているのは，参照した全国水道供給事業下請け調査がエクルサー
ル・ビーローとその周辺地域をシェフィールドの水道利用人口に含めて表記しているためである。すなわち，正しくは表の7
行目のエクルサール・ビーローとシェフィールドを合わせて，潜在的鉛害水道水使用人口（Ｂ）が473,108人。ただし，同使
用人口率（Ｃ）は依然として100％超となる。データは，（Ｆ）人口が1910年国勢調査，（Ｂ）と（Ｃ）はいずれも1915年全国
水道供給事業下請け調査による。後者も1910年当時の人口を集計したことになってはいるが，集計方式にずれがあるものと思
われる。
Annual report of the Registrar-General of births, deaths, and marriages in England, London: H. M. S. O. 1911，Annual
report of the Commissioners in Lunacy to the Lord Chancellor, London: H. M. S. O., 1909，Census of England and Wales for
1911, London: H.M.S.O., 1912，Annual report of the Local Government Board, 1910-11, Part I., London: H.M.S.O., 1911，
Return as to water undertakings in England and Wales, ordered to print in 28 July 1914, published in 1915, London: H.M.S.
O., 1915より筆者作成

表六 一九一〇年の西ヨークシャーにおける
精神疾患・鉛暴露・健康状態・社会経済状況

精神疾患 鉛暴露 健康状態 社会経済
(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｄ) (Ｅ) (Ｆ) (Ｇ) (Ｈ)

教区連合 貧民患者
(/10万人)

潜在的鉛害
水道水使用
人口(人)

潜在的鉛害
水道水使用
人口率(％)

粗死亡率
(/1000人)

出生率
(/1000人)

人口
(人)

人口密度
(/1エーカー)

貧民
(/1000人)

Barnsley
Bierley North
Bradford
Bramley
Dewsbury
Doncaster
Ecclesall Bierlow
Goole
Halifax
Hemsworth
Holbeck
Huddersfield
Hunslet
Keighley
Knaresborough
Leeds
Ouseburn, Great
Pateley Bridge
Penistone
Pontefract
Ripon
Rotherham
Saddleworth
Sedbergh
Selby
Settle
Sheffield
Skipton
Tadcaster
Thorne
Todmorden
Wakefield
Wetherby
Wharfedale
Wortley

157.12
252.91
264.19
218.38
164.26
169.53
220.31
157.46
251.87
92.26
148.33
234.58
176.16
272.87
180.23
341.70
234.37
154.78
225.96
156.10
336.19
200.12
158.60
160.56
241.14
174.48
304.72
208.62
157.33
160.45
200.73
212.96
240.61
165.24
145.40

86,173
27,451

0
0

148,779
4,374
0†
0

127,640
20,147

0
164,009

0
45,414

0
0
0
0

2,393
54,464
8,570
96,145
6,822
1,921
0
0

473,108†
1,785
11,698

0
32,309
107,947

0
38,551
33,534

60.72％
20.66％
0.00％
0.00％
85.15％
3.60％

0.00％†
0.00％
67.54％
50.24％
0.00％
87.04％
0.00％
57.37％
0.00％
0.00％
0.00％
0.00％
13.86％
63.92％
54.36％
67.99％
38.64％
51.40％
0.00％
0.00％

177.11％†
3.42％
35.39％
0.00％
78.14％
85.78％
0.00％
62.45％
84.07％

15.46
13.29
14.71
13.12
14.10
13.21
11.53
14.37
13.61
13.99
13.85
14.55
13.37
13.28
11.87
16.41
10.59
14.19

13.67
12.69
13.82
12.63
10.17
11.89
11.21
15.88
12.00
12.74
14.73
13.35
15.48
12.28
13.54
22.56

34.38
18.04
18.01
21.65
21.03
30.39
23.63
30.25
17.14
37.38
26.73
19.80
26.10
18.87
19.66
24.34
22.78
20.77

33.87
22.52
31.67
21.30
17.13
26.31
21.34
31.28
20.17
27.62
26.53
17.73
27.25
20.11
17.85
37.60

141,929
132,852
235,436
81,051
174,719
121,512
205,617
29,848
188,989
40,103
39,775
188,425
86,851
79,158
47,161
263,683
10,667
7,753
17,260
85,200
15,765
141,412
17,654
3,737
18,247
14,901
267,132
52,247
33,052
17,451
41,349
125,846
16,209
61,728
39,889

4.07
4.36
21.80
10.65
6.84
1.08
8.89
0.71
3.58
1.15
15.43
2.63
7.17
2.15
1.14
18.89
0.23
0.10
0.49
1.57
0.23
2.82
0.96
0.07
0.32
0.10
20.83
0.33
0.45
0.25
1.02
3.02
0.25
0.87
0.71

1.77
3.35
6.24
3.85
3.27
3.23
6.00
5.80
2.61
3.32
5.18
2.79
4.69
4.00
3.69
3.61
5.81
4.26
3.07
5.04
4.63
4.37
4.02
6.42
7.12
8.19
5.60
2.93
3.87
5.04
4.86
4.19
4.26
2.20
3.18

Total 227.35 1,493,234 49.05％ 14.14 24.40 3,044,608 1.74 4.14

鉛に曝されたこころ（高林）
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ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
一
部
の
都
市
だ
っ
た
。
同
じ
く
都
市
部
の
リ
ー
ズ
と
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
、
鉛
中
毒
の
発
生
事
例
の
相
対
的

な
少
な
さ
か
ら
も
、
リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
表
六
で
も
、
鉛
暴
露
の
リ
ス
ク
は
、
全
国
的
な
分
析
と
同
様
に
、
死
亡
率
や
出
生

率
と
の
相
関
関
係
は
お
よ
そ
認
め
ら
れ
な
い
。
精
神
疾
患
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
リ
ー
ズ
と
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
高
い
数
値
を

記
録
し
て
い
る
が
、
鉛
暴
露
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
こ
の
二
つ
の
大
都
市
は
対
照
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
も
全
国
的
な
分
析
結
果
と
同
様
に
、

人
口
密
度
や
貧
困
と
の
や
や
弱
い
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

右
記
の
結
果
は
興
味
深
い
。
深
刻
な
鉛
暴
露
の
実
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
人
口
統
計
か
ら
は
、
そ
の
被
害
は
浮
か
び
あ
が
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
鉛
暴
露
と
精
神
疾
患
の
関
係
と
い
う
ミ

ク
ロ
な
次
元
の
分
析
へ
と
話
を
進
め
て
み
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
も
鉛
暴
露
の
程
度
に
は
地
域
差
が
あ
る
。
そ

れ
を
基
に
、
健
康
被
害
を
量
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

精
神
病
院
史
料
と
ミ
ク
ロ
分
析
の
可
能
性

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
高
地
レ
ベ
ル
と
低
地
レ
ベ
ル
の
二
系
統
の
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
鉛
暴
露
の
程
度
に

地
域
差
が
生
じ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
地
域
差
を
、
精
神
疾
患
発
生
の
地
理
的
な
分
布
と
比
較
対
照
し
て
み
た
い
。
こ
の

地
理
的
な
分
布
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
そ
の
周
辺
地
域
の
精
神
病
者
の
た
め
の
精
神
医
療
施
設
だ
っ
た
ワ
ズ
リ
ー
精
神
病
院
の
入
退
院
記
録

簿
か
ら
導
か
れ
る
。
同
病
院
は
、
一
八
七
二
年
の
開
院
か
ら
一
九
八
七
年
の
閉
院
の
間
、
入
退
院
記
録
簿
が
間
断
な
く
作
成
さ
れ
、
今
日
ま
で

保
存
さ
れ
て
き
た
。
入
退
院
記
録
簿
に
は
複
数
の
種
類
が
あ
る
が
、
一
九
〇
〇
〜
一
五
年
に
限
っ
て
は
、
男
女
別
の
入
退
院
記
録
索
引
な
る
帳

簿
が
別
途
作
成
さ
れ
、
そ
こ
に
は
氏
名
や
年
齢
な
ど
の
情
報
に
加
え
て
、
祖
父
母
、
父
母
、
配
偶
者
、
兄
弟
姉
妹
、
叔
父
叔
母
な
ど
身
元
引
受

人
の
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る②
。
本
稿
で
は
、
こ
の
身
元
引
受
人
の
住
所
を
便
宜
的
に
精
神
疾
患
発
生
の
地
理
的
な
分
布
と
し
て
集
計
し
た
。

集
計
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
検
討
対
象
の
絞
り
込
み
を
進
め
た
。
ま
ず
、
入
退
院
の
件
数
が
非
常
に
多
い
た
め
、
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男
性
患
者
に
限
定
し
た
。
ま
た
、
こ
の
入
退
院
記
録
簿
に
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
以
外
の
地
域
に
居
住
し
て
い
た
患
者
も
含
ま
れ
る
た
め
、
都

市
バ
ラ
で
あ
る
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
構
成
す
る
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
教
区
と
エ
ク
ル
サ
ー
ル
（
Ecclesall）
教
区
に
住
民
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る

男
性
患
者
に
限
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
検
討
対
象
は
、
一
九
〇
〇
〜
一
九
一
四
年
に
入
院
し
た
男
性
患
者
延
べ
二
〇
八
三
名
と
な
っ
た
。
そ
こ

か
ら
ま
ず
、
入
院
を
繰
り
返
し
た
患
者
は
初
回
入
院
の
み
を
分
析
の
対
象
と
し
、
二
一
〇
名
分
を
除
外
し
た
。
そ
の
結
果
残
っ
た
一
八
七
三
名

を
、（
一
）
水
道
水
の
常
時
供
給
が
は
じ
ま
っ
た
一
八
七
〇
年
以
前
に
生
ま
れ
た
男
性
患
者
一
〇
六
〇
名
、（
二
）
一
八
七
〇
年
以
降
に
生
ま
れ

た
男
性
患
者
八
一
三
名
、（
三
）
鉛
中
毒
が
問
題
と
な
っ
た
一
八
八
五
年
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
患
者
二
四
〇
名
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

た
。
そ
の
際
、
身
元
引
受
人
の
住
所
の
不
記
載
な
い
し
解
読
不
可
能
な
事
例
、
身
元
引
受
人
が
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
居
住
し
て
い
な
い
事
例
、

ま
た
は
引
受
人
が
救
貧
院
に
入
所
し
て
い
る
事
例
は
検
討
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
最
終
的
に
、（
一
）
七
七
八
名
、（
二
）
六
一
八
名
、（
三
）
二

〇
四
名
を
実
際
の
検
討
対
象
と
し
た
。

こ
の
入
院
デ
ー
タ
を
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
の
鉛
暴
露
の
発
生
状
況
と
一
九
一
〇
年
の
人
口
・
面
積
・
貧
民
の
数
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
の
が

表
七
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
エ
ク
ル
サ
ー
ル
の
二
つ
の
教
区
の
ワ
ズ
レ
ー
精
神
病
院
へ
の
入
院
患
者
、
人
口
、
貧
民
の

数
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
精
神
病
院
入
院
患
者
と
人
口
分
布
は
か
な
り
の
程
度
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
エ
ク
ル

サ
ー
ル
は
、
高
地
レ
ベ
ル
の
水
道
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
地
域
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
で
も
鉛
中
毒
の
影
響

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
市
中
心
部
や
ア
タ
ー
ク
リ
フ
と
い
っ
た
低
地
レ
ベ
ル
の
供
給
地
域
の
精
神
病
院
入
院
患
者
は
、
鉛
暴
露
の

観
点
か
ら
期
待
さ
れ
る
よ
り
も
多
い
。
鉛
暴
露
よ
り
も
人
口
密
度
の
方
が
よ
り
強
い
要
因
に
も
見
え
る
。
さ
ら
に
、
一
八
七
〇
年
代
以
前
に
生

ま
れ
た
世
代
や
一
八
七
〇
年
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
よ
り
も
、
一
八
八
五
年
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
の
ほ
う
が
鉛
暴
露
の
影
響
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

続
い
て
、
鉛
中
毒
を
頻
発
さ
せ
た
高
地
レ
ベ
ル
か
ら
ワ
ズ
レ
ー
精
神
病
院
に
入
院
し
た
男
性
患
者
数
を
、
相
対
的
に
リ
ス
ク
が
低
い
と
思
わ

れ
る
低
地
レ
ベ
ル
の
そ
れ
と
対
照
し
た
表
八
を
み
て
み
た
い
。
一
八
九
三
年
の
地
方
自
治
局
年
次
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
高
地
レ
ベ
ル
と
低
地
レ

鉛に曝されたこころ（高林）
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表
七
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
鉛
暴
露
と
精
神
疾
患
（
地
域
別
)

1870年
以
前

の
生
ま
れ

1870年
以
後

の
生
ま
れ

1885年
以
後

の
生
ま
れ

1883-90年
1910年

教
区
連
合

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ

主
な
地
域

入
院

患
者
数

％
入
院

患
者
数

％
入
院

患
者
数

％
鉛
中
毒

件
数

％
人
口

％
面
積

(エ
ー
カ
ー
)
人
口
密
度

貧
民

(/1000人
)

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド

476
61.2％

371
60.0％

127
62.3％

22
17.3％

267,132
57％

12,827
20.8

5.60
1

シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド

City
Centre,Park,N

eepsend,
K
elham

Island
257

33.0％
180

29.1％
74
36.3％

17
13.4％

2
ア
タ
ー
ク
リ

フ
・
ダ
ー
ナ
ル

Brightside,Carbrook,
A
ttercliffe,D

arnall
128

20.7％
106

17.2％
29
14.2％

3
2.4％

3
ブ
ラ
イ
ト
サ

イ
ド

N
eepsend,W

oodside,
Pitsm

oor,Grim
esthorpe,

Crabtree

91
14.7％

85
13.8％

24
11.8％

2
1.6％

エ
ク
ル
サ
ー
ル

302
38.8％

247
40.0％

77
37.7％

105
82.7％

205,617
43％

23,139
8.9

6.00
4
エ
ク
ル
サ
ー

ル
A
bbeydale,Barner

Cross,
Bent’s

Green,Greystones,
M
illhouses,Sharrow

M
oor,

Sharrow
H
ead,Sharrow

V
ale,

N
ether

Edge,Brincliffe
Edge,

Carter
K
now
le,W

hirlow
,

W
hiteley

W
ood,Broom

hall,
Endcliffe,T

apton

80
12.9％

47
7.6％

14
6.9％

31
24.4％

5
ア
ッ
パ
ー
・

ハ
ラ
ム

Carsw
ick
H
ill,Crosspool,

Fulw
ood,N

ether
Green,

Ranm
oor,Sandygate,Stephen

H
ill,Stum

perlow
e,BellH

agg
Inn

11
1.8％

2
0.3％

0
0.0％

15
11.8％

6
ネ
ザ
ー
・
ハ

ラ
ム

Philadelphia,H
illfoot,

O
w
lerton,H

illsborough,
U
pperthorpe,N

etherthorpe,
Steel

Bank,Crookes,Crookes
M
oor,W

alkley

175
28.3％

164
26.5％

55
27.0％

32
25.2％

7
ヒ
ー
リ
ー

H
eeley

Low
field

36
5.8％

34
5.5％

8
3.9％

27
21.3％

T
otal/A

verage
778

618
204

127
472,749

35,966
13.14
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高地レベル
境界
地域

低地レベル
不明 全体

高地レベル
高地レベル
側境界地域

低地レベル
側境界地域

低地レベル

1870年以前
の生まれ

入院患者数
％

255
32.8％

48
6.2％

33
4.2％

78
10.0％

363
46.7％

1
0.1％

778

小計
％

303
38.9％

441
56.7％

1870年以後
の生まれ

入院患者数
％

184
29.8％

50
8.1％

24
3.9％

61
9.9％

297
48.1％

2
0.3％

618

小計
％

234
37.9％

358
57.9％

1885年以降
の生まれ

入院患者数
％

52
25.5％

17
8.3％

9
4.4％

24
11.8％

102
50.0％

0
0.0％

204

小計
％

69
33.8％

126
61.8％

NHS3/5/6/1: Male index, 1900-15およびA. D. H. Crook, Appendix: population and boundary changes,
1801-1981 in The History of the City of Sheffield, 1843-1993, Vol. 2: Society, Sheffield Academic
Press, 1993より筆者作成

表八 シェフィールドにおける鉛暴露と精神疾患（水道二系統別)

ベ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
は
、
約
一
一
万
人
と
約
二
二
万
人
、
す
な
わ

ち
そ
の
比
は
一
対
二
で
あ
る
。
こ
の
表
で
も
、
一
八
七
〇
年
代
以
前
に

生
ま
れ
た
世
代
、
一
八
七
〇
年
以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
、
一
八
八
五
年

以
降
に
生
ま
れ
た
世
代
の
順
で
、
鉛
暴
露
の
影
響
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
鉛
暴
露
の
程
度
が
高
い
ほ
ど
精
神

病
院
へ
の
入
院
が
少
な
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
高
地
レ
ベ
ル
の
水
道

水
利
用
地
域
で
の
精
神
病
院
入
院
患
者
数
に
つ
い
て
、
鉛
暴
露
リ
ス
ク

が
高
い
世
代
の
割
合
が
低
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
次
節
で
は
、
そ

の
解
釈
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

鉛
に
曝
さ
れ
た
こ
こ
ろ
？

興
味
深
い
こ
と
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
全
体
、
西
ヨ
ー

ク
シ
ャ
ー
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
い
ず
れ
の
水
準
に
お
い
て
も
、
鉛
暴

露
は
、
身
体
及
び
精
神
の
健
康
状
態
に
対
す
る
影
響
を
ほ
と
ん
ど
示
さ

な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
を
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
。

最
初
に
確
認
し
た
い
の
は
、
鉛
暴
露
は
健
康
被
害
を
生
じ
さ
せ
な
か

っ
た
と
い
う
極
端
な
見
方
は
支
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各

地
で
採
ら
れ
た
鉛
溶
解
性
に
関
す
る
実
験
結
果
、
尿
検
査
や
蛇
口
水
の

分
析
結
果
か
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
ム
ー
ア
ラ
ン
ド
土
壌
を
水

鉛に曝されたこころ（高林）
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源
と
す
る
地
域
に
お
け
る
深
刻
な
鉛
暴
露
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ロ
ス
ケ
ン
や
ミ
ル
ス
ト
ン
の
研
究
か
ら
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
鉛
暴

露
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
は
二
〇
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
顕
在
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
歴
史
統
計
が
有
す
る
史
料
的
な
限
界
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
八
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
国
勢
調
査
は
年
々
、
そ
の

対
象
と
な
る
デ
ー
タ
、
カ
バ
ー
さ
れ
る
地
域
、
そ
し
て
正
確
性
を
増
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
個
々
の
疾
病
の
分
類
は
当
時
の
医
学

的
な
知
識
や
医
師
の
診
断
能
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
認
知
の
度
合
い
が
数
値
を
大
き
く
左
右
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
鉛
中
毒
の
症
状

の
見
極
め
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
。
た
だ
し
、
死
亡
率
に
つ
い
て
は
一
九
世
紀
末
と
も
な
れ
ば
相
当
の
正
確
性
が
期
待
で
き
る
た
め
、
鉛
暴
露

と
の
相
関
関
係
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
史
料
の
限
界
は
、
鉛
暴
露
に
関
す
る
水
道
関
連
の
統
計
に
も
認
め

ら
れ
る
。
全
国
水
道
供
給
事
業
下
請
け
調
査
な
ど
の
各
種
調
査
は
、
水
道
会
社
や
都
市
の
水
道
事
業
部
門
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
り
、
鉛
中
毒
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
申
告
制
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
精
神
医
療
に
関
す
る
史
料
に
も
複
数
の
問
題
が
あ
る
。

精
神
医
療
の
た
め
の
施
設
は
地
域
的
に
偏
在
し
て
お
り
、
病
床
数
の
多
寡
が
そ
の
地
域
の
精
神
疾
患
患
者
の
入
院
数
を
左
右
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
精
神
病
院
が
多
数
あ
る
ロ
ン
ド
ン
に
暮
ら
し
て
い
る
患
者
は
捕
捉
さ
れ
や
す
く
、
そ
う
で
な
い
地
域
は
記
録
に
残
さ
れ
る
精
神
病
者
数
が

少
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
約
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
の
地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
鉛
暴
露
の
健
康
状
態
へ
の
影
響
が
一
貫
し
て
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
を
十
分
に
説
明
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
以
下
の
三
つ
の
解
釈
に
言
及
し
た
い
。
一
つ
は
、
低
度
の
鉛
暴
露
は
イ
ギ

リ
ス
全
土
に
及
ん
で
い
た
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
現
代
の
知
見
に
従
え
ば
、
表
一
で
示
し
た
よ
う
に
、
精
神
疾
患
は
相
当
低
い
暴
露
で
も
発

症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
鉛
製
水
道
管
の
使
用
は
ブ
リ
テ
ン
島
全
土
に
及
ん
で
お
り
、
低
度
の
鉛
暴
露
は
ど
こ
で
も
起
き

え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鉛
製
水
道
管
は
、
全
国
的
に
精
神
疾
患
の
増
加
を
下
支
え
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

二
つ
目
の
考
え
方
は
、
鉛
暴
露
が
、
精
神
疾
患
以
外
の
疾
患
に
か
か
っ
て
死
亡
に
至
る
リ
ス
ク
を
高
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鉛
暴
露
は
、

腎
疾
患
や
肝
疾
患
、
血
圧
の
上
昇
、
免
疫
の
低
下
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
健
康
へ
の
影
響
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
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死
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
鉛
暴
露
と
死
亡
率
の
相
関
関
係
が
希
薄
だ
っ
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
特

に
、
鉛
暴
露
は
死
産
や
流
産
を
増
や
す
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
乳
幼
児
死
亡
を
含
む
粗
死
亡
率
と
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
理

解
し
が
た
い
。

三
つ
め
は
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
精
神
疾
患
の
発
症
リ
ス
ク
に
は
、
貧
困
や
人
口
密
度
、
す
な
わ
ち
都
市
で
の
貧
困
層
の
生
活
状
態
、
特

に
栄
養
失
調
が
鉛
暴
露
よ
り
も
寄
与
し
て
い
た
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
妊
娠
期
の
栄
養
失
調
状
態
が
統
合
失
調
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る

と
い
う
医
学
的
知
見
は
非
常
に
有
力
な
も
の
と
し
て
支
持
さ
れ
て
き
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
オ
ラ
ン
ダ
で

の
飢
餓
に
よ
っ
て
統
合
失
調
症
が
増
加
し
た
と
す
る
研
究
で
あ
る③
。
で
あ
れ
ば
、
栄
養
状
態
が
著
し
く
改
善
さ
れ
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
福

祉
国
家
期
に
行
わ
れ
た
医
学
研
究
で
、
鉛
暴
露
が
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
よ
り
際
立
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
乳
幼
児
死
亡
率
を
め
ぐ
る
対
処
の
過
程
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。
一
八
九
〇
年
代
の

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
乳
幼
児
死
亡
率
が
人
口
一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
一
九
三
人
と
、
全
国
平
均
の
約
一
五
〇
人
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た④
。

そ
の
後
、
一
九
〇
七
年
に
な
っ
て
、
乳
幼
児
相
談
（
baby
consultation）
が
開
始
さ
れ
、
乾
燥
ミ
ル
ク
の
販
売
と
診
療
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
さ
れ

る
な
ど
、
対
策
が
進
ん
だ⑤
。
そ
の
結
果
、
一
九
一
四
年
に
は
一
三
二
人⑥
、
一
九
二
一
年
に
は
九
九
人
、
一
九
二
六
年
に
は
七
九
人
へ
と
改
善
し

た⑦
。
鉛
暴
露
は
死
産
や
流
産
を
招
く
リ
ス
ク
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
鉛
暴
露
に
関
し
て
い
か
な
る
対
策
も
進
ん
で
い
な

い
。
と
な
れ
ば
、
栄
養
状
態
は
、
少
な
く
と
も
、
二
〇
世
紀
最
初
の
四
半
期
ま
で
は
重
要
な
健
康
リ
ス
ク
要
因
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
鉛
暴
露
は

浮
か
び
あ
が
り
に
く
い
健
康
リ
ス
ク
要
因
だ
っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

①

表
五
の
精
神
疾
患
患
者
数
が
、
実
数
を
表
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
表
の
精
神
疾
患
患
者
数
は
、
救
貧
法
の
下
で
貧
民
と
な
っ
た

精
神
疾
患
患
者
数
の
み
を
示
す
も
の
で
、
私
費
入
院
の
患
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
当
時
の
精
神
医
療
は
地
域
差
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
に
対
し
て

西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
人
口
は
お
よ
そ
三
分
の
二
で
あ
る
が
、
貧
民
向
け
精
神
病
院

の
入
院
可
能
な
病
床
は
、
前
者
の
約
二
六
〇
〇
〇
床
に
対
し
て
、
後
者
は
約
二
八

〇
〇
床
と
非
常
に
少
な
い
。
捕
捉
率
は
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ

る
。

②

N
H
S3/5/6/1:
M
ale
Index,
1900-15,
W
adsley
H
ospital
Paper,

Sheffield
City
A
rchive.

鉛に曝されたこころ（高林）
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③

E.S.Susser
and
S.P.Lin,“Schizophrenia
after
prenatalexposure

to
the
D
utch
H
unger
W
inter
of
1944-1945”,
A
rchives
of
G
eneral

Psychiatry,49(12),1992,,pp.983-8.

④

H
.K
eeble
H
aw
son,op.cit.,p.38.

⑤

Clyde
Binfield
et.al.,p.113.

⑥

H
.K
eeble
H
aw
son,op.cit.,p.39.

⑦

Ibid.,p.40.

お
わ
り
に
か
え
て

本
稿
は
序
論
部
で
、
い
く
つ
か
の
問
い
を
提
起
し
た
。
ま
ず
、「
近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
水
道
を
通
じ
た
鉛
暴
露
は
ど
の
程
度
の
も
の
だ

っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
一
八
七
〇
年
代
か
ら
二
〇
世
紀
後
半
、
あ
る
い
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
非
常
に
深
刻
な
水
準
に
あ
り

続
け
た
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
特
に
暴
露
の
程
度
が
高
か
っ
た
と
さ
れ
る
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
そ
の
最
た
る
都
市
と
し
て
言
及

さ
れ
る
こ
と
の
多
い
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
鉛
暴
露
の
実
情
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
も
、
同
様
に
、
現
代
の
安

全
基
準
を
は
る
か
に
超
え
た
深
刻
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
鉛
暴
露
の
実
情
は
イ
ギ
リ
ス
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
い
か
な
る
健
康
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
な
る
と
、
明
確
に

答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
相
当
程
度
の
健
康
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
歴
史
的
な
統
計
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
。
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
い
ず
れ
の
地
域
水
準
に
お
い
て
も
、
鉛
暴
露
は
死
亡
率
や
精
神
疾
患
と
の

相
関
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
精
神
疾
患
の
発
症
に
関
し
て
は
む
し
ろ
貧
困
や
人
口
密
度
、
栄
養
状
態
が
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
疑
わ
れ

る
。現

代
の
医
学
的
知
見
に
従
え
ば
、
鉛
暴
露
は
健
康
上
の
被
害
を
確
実
に
発
生
さ
せ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
検
討
結
果
か
ら
は
、
現
代
の
医
学

的
知
見
と
歴
史
の
実
態
の
間
に
予
想
以
上
の
乖
離
な
い
し
齟
齬
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
鉛
暴
露
の
問
題
を
検
討
す
る
過
程
で
栄
養

状
態
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
見
確
か
に
見
え
る
現
代
の
医
学
的
知
見
を
過
去
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
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非
常
に
難
し
く
、
よ
り
複
合
的
な
力
学
の
存
在
が
見
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
複
雑
な
力
学
に
迫
る
手
立
て
が
尽
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
関
し
て
言
え
ば
、
ワ
ズ
リ
ー
精
神
病
院
の
臨
床
記
録
か

ら
鉛
暴
露
の
症
状
の
有
無
を
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
引
き
込
み
管
設
置
記
録
簿
（
pipe
book）
と
い
う
史
料
も
あ
り
、
よ
り
厳

密
に
鉛
暴
露
の
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
栄
養
状
態
と
精
神
疾
患
の
関
係
は
、
鉛
暴
露
の
健
康
被
害
を
さ
ら
に
精

査
す
る
う
え
で
も
重
要
な
論
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
鉛
暴
露
と
学
習
障
害
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
後
半

の
医
学
研
究
で
は
、
鉛
暴
露
と
学
習
障
害
の
関
係
が
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
鉛
暴
露
の
リ
ス
ク
が
高
い
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
、
西
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
、

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
学
習
障
害
が
行
政
上
の
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
水
道
の
常
時
供
給
が
本
格
化
し
た
一
八
七
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
各
地
で
一
九
世
紀
末
以
降
に
展
開
さ
れ
た
学
習
障
害
へ
の
行
政
上
の
対
策
は
実
際
の
増
加
と
は
全
く
無
縁
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
こ

ろ
の
病
と
そ
の
環
境
要
因
の
歴
史
学
的
な
探
求
は
、
ま
だ
そ
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

（
立
教
大
学
文
学
部
准
教
授
）

鉛に曝されたこころ（高林）
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severity have great significance. In other words, the concept of the

dominance of men over women had become common in many regions during

the Edo period due to the importance of family inheritance, however, people

in the Aomori population made survival a priority at any cost because they

lived in a harsh environment leaving no room for adherence to rules of

family inheritance or maintenance of the principle of men as heirs. It may be

said that people in this population were carefully nurtured and survived in

the sense that all lives were preserved whenever possible regardless of

gender.

Key Words ; human bones, stress marker, Edo period, famine, gender

Lead Exposure and Mental Illness: Leaden Water Pipes and their

Impact on Mental Illness in Nineteenth-century England

by

TAKABAYASHI Akinobu

This paper aims to explore an environmental aspect to mental disease in

modern England, paying particular attention to lead exposure through the

water supply. People living in Western Europe were increasingly exposed to

chemical materials to a great extent both in workplaces and at homes

particularly after industrialization. Among them, lead, a poisonous heavy

metal, has been widely employed from water pipes and cisterns, soldered

cans, to colouring for ceramics and toys. Lead thus pervaded the lives of

modern humans in numerous ways. However, lead could seriously affect

human health, causing damage to nerves, blood cells, the liver, kidney and

reproductive organs. If severely exposed to lead, human beings show

symptoms such as anemia, abdominal pain, constipation, paralysis and mental

depression and delusions, sometimes resulting in death. Even a small amount

of lead exposure, such as 0.1 mg/L in blood or 0.01 mg/L in drinking water,

would increase the risk of delays in nervous and intellectual development, of

learning disabilities and of schizophrenia, as reported by medical reports

published in the latter part of the twentieth century.

Historians of the environment, occupational diseases, water supply and

public health have referred to lead exposure, but most of them described it
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as a minor and temporal environmental problem that had been overcome in

the past. This historical perspective was questioned by Werner Troesken, an

American socio-economic historian. He argued in his seminal book The Great

Lead Water Pipe Disaster published in 2006 that in modern Britain and the

United States, lead exposure through leaden water pipes caused more

serious health damage than had been thought, and its extent was

particularly lethal in Massachusetts and northern England. As Erik

Millstone, a well-known researcher of social policy in England, revealed, such

serious lead exposure has continued in the British Isles.

Meanwhile from the 1970s to 2010s, medical researchers paid more

attention to the relationship between lead exposure and mental diseases. A

particularly important study showed that prenatal exposure to lead, even at

modest levels, would increase the risk of schizophrenia 1. 8 times. This

finding remained outside the attention of historians, except David Healy, an

eminent British psychiatrist and a historian of psychiatry. In his 2014 paper,

Healy proposed historians shift their attention to environmental issues.

Following Healyʼs suggestion, this paper attempts to study health damage

caused by lead exposure, and the relationship between lead exposure and

mental disease, in northern England, especially in the West Riding of

Yorkshire (currently West Yorkshire), and its major city Sheffield between

the early nineteenth century and the early twentieth century. The West

Riding of Yorkshire has been known as an area in which lead poisoning

spread significantly, and Sheffield was the heart of lead poisoning in the late

nineteenth century. Historians have barely studied these events, nor

examined the actual extent of lead exposure and its health effects. What was

the extent of lead exposure through the water supply in nineteenth century

Britain? How did people living in the West Riding of Yorkshire and Sheffield

experience lead exposure? How serious was the lead exposure?

Armed with these questions, this paper first inquires into the general

history of lead exposure in Britain from ancient times to current times, and

secondly introduces medical and psychiatric studies of lead exposure and its

relation to mental diseases developed particularly after the late nineteenth

century. It then refers to the history of water supply in England, including

the popularization of leaden water pipes and its sub-effects on human health

and focuses on local experiences in the West Riding of Yorkshire and

Sheffield.

Employing both qualitative documents (local newspapers and

administrative reports) and a series of quantitative documents (Census and
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various statistics produced by the Registrar-Generalʼs Office, local

governments and local mental hospitals), this paper concludes that on one

hand people experienced serious, sometimes lethal, lead exposure through

the water supply in the West Riding of Yorkshire and Sheffield in the late

nineteenth century, and, on the other hand, that such serious exposure shows

no clear correlation to the occurrence of mental diseases. This curious

finding should lead us to a further research in the future because it suggests

other factors are linked to mental disease. They would probably be poverty,

living and working conditions, or nutrition, all of which seem to be related to

modern ways of living.

Key Words ; lead exposure, water supply, health damage, mental illness, England

Cholera Epidemic and Traditional Chinese Physicians

in 1920ʼs Shanghai

by

TOBE Ken

With the occurrence of various infectious diseases, China, like other

nations, attempted to construct a modern health administration during the

modern period, but there were often clashes between government

administration and the civilian populace during the process. These

frequently involved opposition between physicians of western medicine and

those who practiced traditional Chinese medicine. In regard to this issue,

most studies had been conducted from the viewpoint of western medicine,

but in recent years the number of studies from the standpoint of traditional

Chinese physicians have been increasing. Continuing this trend, this article

examines the debate that accompanied the outbreak of huolan霍乱 in

Shanghai in 1926 from the standpoint of traditional Chinese physicians. As is

explicated below, huolan refers to acute gastrointestinal diseases, including

cholera, and the attack in 1926 was in fact cholera.

A special characteristic of this debate was that it did not merely involve

physicians of western medicine versus those who practiced traditional

Chinese medicine but was also conducted between traditional Chinese

physicians themselves. In regard to the factors behind the composition of the
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